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日
蓮
の
宗
教
の
成
立
及
び
性
格

ト
le鎌
倉

仏

教

研

究

序

説

、

l
l
i

JII 

添

BB 

序

一
切
の
規
範
を
無
み
さ
れ
、
根
崎
棋
の
皮
膜
を
つ
き
破
っ
て
由
民
に
自
己
の
確
立
が
問
題
と
さ
れ
た
、
古
代
的
世
界
の
浪
落
と
中
世
的
世
界
の
形

成
。
複
雑
な
聯
闘
の
臆
安
的
位
層
の
中
に
、
自
己
を
掛
煙
草
し
て
行
く
時
代
精
紳
の
多
様
な
面
貌
を
具
象
的
に
表
示
す
る
も
の
L

一
つ
と
し
て
、

親
穂
、
道
一
花
と
並
ん
で
所
謂
鎌
倉
悌
敬
白
一
一
一
類
型
の
一
角
を
形
」
つ
く
る
日
蓮
の
宗
殺
の
成
立
及
び
そ
白
性
格
に
闘
す
る
問
題
を
と
り
上
げ
て
み

た
い
。由来
日
蓮
白
宗
教
の
性
格
は
、
そ
の
門
流
に
於
て
も
、
或
は
狂
言
「
山
一
芸
嗣
」
の
如
き
文
翠
的
領
域
、
乃
室
内
村
鑑
三
の
如
き
門
外
θ
基
替
者

か
ら
も
（
限
醤
が
人
」
）
、
そ
D
他
宗
排
撃
的
側
面
白
愛
宗
護
法
的
機
承
、
或
は
そ
の
函
の
批
判
と
し
て
把
握
さ
れ
て
居
る
o

勿
論
斯
様
な

糟
承
及
び
批
判
は
、
確
に
即
白
的
に
匹
見
て
不
蛍
で
は
な
い
と
思
う
が
、
夫
は
飽
く
迄
麓
較
的
な
胤
眠
相
承
の
系
譜
の
上
に
、
或
は
感
情
的
好
悪

の
謹
揮
の
域
内
に
止
ま
っ
て
い
て
、
日
蓮
の
宗
教
そ
の
も
の

L
醸
史
的
構
成
的
把
撮
は
一
不
さ
れ
て
居
な
い
ι

本
文
に
述
ベ
る
様
に
、
日
蓮
の
他
宗
排
撃
D
標
織
と
一
言
は
れ
る
、
所
謂
「
四
筒
格
一
育
」
の
如
き
は
、
一
面
確
に
他
宗
排
骸
の
集
約
的
表
現
で

あ
る
が
、
叉
同
時
に
本
来
的
に
日
蓮
の
宗
教
の
成
立
の
契
機
を
な
す
要
素
夫
自
体
で
も
あ
り
、
そ
の
故
に
日
蓮
の
宗
教
形
成
の
温
程
及
び
性
格

を
最
も
端
的
に
物
語
る
も
の
で
あ
る
と
思
ふ
。
日
蓮
の
宗
教
の
成
立
を
他
宗
排
畿
の
序
次
（
念
締
律
由
民
一
言
〉
に
整
合
さ
せ
て
考
察
す
る
立
場
を

日
蓮
の
宗
教
の
成
立
及
び
性
絡

五
九



日

慈

の

家

殺

の

成

立

及

ぴ

性

格

六

O

t
と
れ
ば
1

先
づ
問
題
K
－
な
る
の
は
、
そ
の
四
箇
格
言
中
、
日
蓮
の
佐
渡
流
罪
以
前
特
に
そ
の
排
撃
を
強
烈
に
主
張
し
た
念
働
排
撃
に
関
す
る
考

察
で
あ
ら
う
。
念
備
蓄
に
つ
い
て
の
日
蓮
弱
か
ら
す
る
理
論
的
根
要
請
者
閣
の
思
想
的
交
渉
D
問
題
胃
腸
星
雲
御
研
究
も
あ

る
の
で
今
は
し
ば
ら
く
措
き
、
日
蓮
を
し
て
念
悌
排
撃
の
拳
に
出
で
し
砂
、
そ
の
排
撃
を
白
熱
的
に
展
開
せ
し
め
て
行
っ
た
現
費
的
根
撮
を
、

自
蓮
の
出
身
地
安
房
に
於
げ
る
地
頭
由
来
像
景
信
と
の
係
争
に
し
ぽ
っ
て
考
察
し
、
併
せ
て
そ
の
係
争
か
ら
練
り
泊
さ
れ
て
く
る
日
蓮
白
政
治
意

識
の
問
題
を
考
え
て
、
親
藩
．
道
元
と
は
自
ら
異
る
日
蓮
の
宗
殺
白
調
自
性
を
、
単
な
る
思
想
プ
ロ
バ
l
の
翼
霊
的
三
者
艶
比
の
問
題
と
し
て

で
は
な
〈
、
時
窓
の
限
定
に
座
標
せ

L
bら
れ
た
中
世
人
目
蓮
の
婆
に
卸
し
て
辿
っ
て
行
き
た
い
。

臨
1 

’
的
考
察
」
中
世
働
敬
思
想
奥
研
究
所
一
枚
。
拙
稿
「
日
蓮
の
家
敬
形
成
’

a

に
於
け
る
念
働
排
準
。
意
義
」
働
激
臭
事
関
ノ
三
・
図
及
び
同
五
ノ

一。

寺
嶋
修
一
民
「
日
蓮
の
念
品
開
排
撃
鵠
」
文
作
－
一
ノ
八
、
山
川
智
康
博

士
「
伊
豆
諸
揮
に
お
砂
る
幕
府
擬
律
の
考
霞
」
日
蓮
聖
人
研
究
第
一
一

巻
所
枚
。
家
永
一
一
一
郎
博
士
「
日
蓮
の
崇
敬
の
成
立
に
闘
す
る
思
想
実

一
、
日
還
の
名
主
的
性
格

．
良
蓮
の
出
身
地
安
房
一
及
び
上
組
下
綿
等
の
国
々
は
鎌
倉
時
代
に
は
未
だ
、
多
く
以
て
荒
野
で
あ
り
、
庶
民
耕
作
せ
歩
、
更
に
公
私
D
益
な
し

と
雪
は
れ
た
、
所
謂
典
型
的
な
後
一
湿
地
帯
で
あ
り
（
習
場
吠
愉
）
、
幕
府
は
一
瞬
浪
人
を
招
居
し
て
此
白
地
方
の
開
穫
に
努
め
た
が
、
同
時
代

院ー

の
関
東
地
方
に
於
け
る
様
な
積
極
的
開
輩
。
度
合
に
は
比
す
べ
く
も
友
い
。
安
房
は
も
と
よ
り
海
に
臨
む
地
方
で
漁
業
が
主
で
あ
り
、
日
蓮
自

身
漁
品
奮
闘
す
る
知
識
は
相
官
に
深
か
っ
た
も
の
と
察
せ

ι同
（
湖
一
議
一
堂
）
、
常
に
そ
の
出
自
を
海
人
白
子
と
稽
ず
る
除
以
で
あ
る
。
又
此

〉
鹿
で
は
狩
務
、
林
業
、
木
工
、
襲
撃
守
の
手
工
業
も
行
は
れ
て
居
に
様
で
あ
る
（
唯
一
謀
本
可
一
義
…
駅
間
側
日
け
四
、
一
五
い

12一）。

而
る
に
安
房
の
地
は
、
宗
教
的
に
は
甚
だ
ゆ
か
り
の
深
い
地
方
で
あ
り
．
、
例
へ
ぽ
、
安
房
上
下
縮
三
園
創
基
の
阻
紳
と
稿
す
る
安
房
郡
白
安

房
座
紳
一
世
の
存
在
を
以
て
安
房
郡
を
古
来
紳
抑
制
ー
と
い
い
（
同
一
澗
鶴
岡
Y
理
誠
一
明
謹
一

r・
繍
）
、
叉
同
郡
測
崎
明
紳
D
崇
敬
も
腫
史
的
に
篤
く
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（
池
宮
一
誠
一
則
一
概
一
貝
献
鵡
哨
荷
主
主
）
、
平
安
末
期
巴
一
は
太
神
宮
と
D
関
係
”
を
生
じ
た
ら
し
く
、
錯
倉
時
代
に
は
そ
の
唾
舗
の
如
き
十
二
簡
村

－
千
町
歩
寄
港
白
地
で
あ
っ
た
と
停
へ
ら
れ
て
居
る
（
榊
一
畑
地
一
課
一
）
o
そ
れ
が
あ
な
が
ち
誇
張
で
な
い
と
と
は
、
嘗
時
に
h
M
げ
る
頼
朝
の
崇
…
砿

の
霊
長
い
徴
し
て
自
ら
明
ら
か
で
あ
る
（
現
噌
醐
情
味
剛
h
一
日
．
）
。
か
っ
頼
朝
は
伊
勢
太
紳
宮
に
劃
す
る
そ
O
信
仰
他
駐
に
呉
る
語
、
朝
家
の

安
穏
を
斬
っ
て
、
武
蔵
園
飯
倉
御
厨
を
内
宮
に
寄
附
し
、
外
宮
に
は
此
の
安
房
閣
の
東
僚
御
厨
b

包
含
賀
戎
郎
大
夫
生
倫
に
仰
せ
つ
け
て
寄
港
に

及
ん
で
居
る
が
（
一
泊
唯
一
端
一
課
）
、
日
蓮
が
再
三
再
四
繰
返
し
て
「
名
春
」
主
稿
す
る
御
厨
は
、

E
に
此
の
東
僚
の
御
厨
で
あ
る
（
輔
【
誠
一
湖
誠
一
時

聖
人
御
維
事
一
／
。

八
七
五
頁
等
」

安
易
圏
は
古
来
四
都
に
分
れ
（
唯
一
諮
問
和
）
、
此
D
東
一
保
御
厨
ほ
、
安
房
四
郡
の
う
ち
其
土
最
も
沃
壌
と
稀
せ
ら
れ
た
長
狭
郡
の
う
ち
に
あ

り
（
坊
鳴
跡
開
）
、
蓋
し
後
世
の
和
泉
村
よ
り
小
湊
村
ま
で
を
統
ぺ
じ
が
如
し
、
と
い
は
れ
（
献
バ
3
4
一
一
時
間
）
、
日
蓮
昔
時
の
規
模
一
は
、
日
蓮

D
聖
人
霊
知
事
（
ト
一
郎
七
）
の
文
、
及
び
吾
妻
鏡
に
、
四
妻
田
D
如
し
（
賠
国
立
均
一
切
諸
）
と
あ
る
麗
か
ら
察
す
る
と
凡
そ
東
一
傑
郷
金
躍
と
合
致
し
℃

右
様
程
度
で
あ
っ
た
と
恩
は
れ
、
日
蓮
出
家
の
地
清
澄
山
も
此
の
地
に
あ
っ
た
。
神
鳳
紗
に
よ
れ
ば
．
来
僚
御
厨
白
上
分
四
丈
布
五
段
、
長
日

御
幣
紙
五
百
六
十
帖
、
雑
用
料
布
一
白
段
と
あ
っ
て
、
そ
D
上
納
分
か
ら
凡
そ
の
規
模
が
整
備
さ
れ
る
（
金
一
一
環
一
一
ト
）
。

所
で
此
D
東
保
御
厨
な
ど
に
見
ら
れ
る
所
謂
「
御
厨
」
な
る
も
の
の
性
質
は
．
神
戸
の
う
ち
特
に
御
膳
調
莱
の
魚
、
茶
、
果
等
の
免
措
－
E
幕

ら
と
す
る
も
O
で
②
り
、
共
の
成
立
の
事
情
は
、

一
般
的
に
み
て
朝
廷
を
始
め
、
貴
族
．
幕
府
、
武
士
等
の
奉
寄
に
依
る
も
の
で
あ
る
。
例
へ

ば
相
馬
御
厨
の
如
き
は
、
不
輸
不
入
の
構
を
得
ん
掃
に
寄
越
せ
ら
れ
、
大
庭
御
厨
の
如
き
は
開
墾
し

τ立
ぬ
婚
を
許
さ
れ
ん
が
露
。
奉
寄
で
あ
A
J

酔
陪

S

た
と
い
う
。
而
し
て
そ
の
際
交
の
周
旋
に
嘗
っ
た
紳
宮
紳
主
は
口
入
紳
主
又
は
給
人
と
呼
ば
れ
、
証
園
制
に
治
け
る
領
家
乃
至
預
所
の
校
割
b
L

－
な
し
て
居
る
（
岨
唯
一
明
坊
主
）
。
特
に
と
の
太
一
岬
宮
に
治
げ
る
御
厨
の
設
置
は
古
代
に
あ
っ
て
は
一
般
的
に
海
部
D
設
置
と
臨
闘
が
あ
り
、
海
部

院
4

の
一
部
は
後
世
御
厨
の
民
と
た
っ
て
居
り
、
日
蓮
の
出
自
に
つ
い
て
示
唆
乞
奥
へ
る
も
の
で
あ
ら
う
。

日
蓮
り
宗
教
の
成
立
及
び
性
格

鎌
倉
時
代
の
初
期
に
は
此
の
御
厨
の
織
教
は
四
百
五
十
鈴
鹿
、
就
中
伊
勢
閣
は
最
も
多
く
三
百
一
堂
胞
を
敷
へ
て
居
た
（
割
問
…
…
閥

4
T
2一一時）。

六一

c, 
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回
選
。
朱
敬
の
成
立
及
び
性
絡

六

位
内

鎌
倉
時
代
安
易
圏
胞
は
、
先
越
の
如
き
紳
領
関
係
か
ら
で
あ
ら
ラ
か
、
守
護
設
置
。
跡
は
見
ら
れ
歩
、
此
鹿
で
古
く
か
ら
活
躍
す
る
地
頭
階
’
～

鎮
の
者
は
、
肺
呂
〈
丸
）
、
安
西
、
紳
齢
、
東
保
等
－
の
四
民
で
、
と
れ
が
夫
々
安
島
四
郡
を
分
領
し
て
居
た
ら
し
く
．
安
西
、
金
融
、
丸
の

躍
は
軍
記
物
に
も
記
ず
る
所
で
あ
り
（
時
騒
鵬
軽
自
轍
殿
に
行
寧
の
事
、
）
、
就
中
安
西
三
郎
景
品
設
亭
く
か
ら
源
氏
に
心
を
寄
せ
て
居
p
・

頼

朝
の
石
橋
山
敗
戦
後
に
ゐ
げ
る
房
緬
一

2
2際
に
は
そ
の
先
導
D
伎
を
つ
と
め
て
居
る
（
一
志
一
間
一
一
加
味
岡
山
九
・
）
。

勿
論
そ
の
際
安
昂
一
園
に
沿
い
て
も
、
そ
の
在
地
勢
力
が
一
皐
に
麟
朝
白
勢
力
下
広
吸
集
さ
れ
た
の
で
は
な
く
司
、
頼
朝
が
卒
北
一
郡
猟
島
よ
－
P

上
穂
贋
常
φ
居
所
昨
赴
C
一議
t

中
？
前
記
長
棋
郡
白
長
鵠
六
郎
端
組
町
民
‘
↑
一
平
家
一
に
志
を
寄
せ
て
居
る
所
か
ら
．
輯
朝
を
襲
は
ん
と
し
て
敗
北
し
て

居
h
p

（
騨
喧
城
主
一
）
・
そ
D
郎
警
告
太
常
澄
も
額
朝
を
狙
撃
し
て
失
敗
し
て
居
る
が
如
ぎ
（
博
噌
鳩
唯
一
一
糊
一
炉
転
広
三
）
そ
の
詮
左
で
あ
ら
う
＠

此
D
長
狭
常
伴
の
敗
北
の
後
を
う
げ

τ、
頼
朝
に
撮
っ
た
と
思
は
れ
る
東
保
氏
は
繭
後
愈
速
に
そ
の
勢
力
を
長
狭
郡
に
披
大
し
て
行
っ
た
ら

陣喧

T

し
い
。
と
の
長
狭
郡
に
怠
け
る
長
狭
氏
。
勢
力
に
と
っ
て
代
っ
た
と
＠
時
の
東
保
氏
の
惣
領
を
、
日
本
地
誌
提
要
は
安
房
賞
記
に
依
っ
た
も
の

と
見
え
て
、
東
一
保
秋
則
の
名
を
事
げ
て
居
る
（
翫
）
。
日
蓮
嘗
時
の
惣
一
棋
は
来
日
傑
景
信
で
あ
り
、
彼
は
安
西
景
益
四
世
の
孫
景
情
。
子
で
、

正
臆
四
年
に
麗
し
、
東
俸
高
月
山
永
明
寺
に
そ
の
位
牌
を
存
し
、
東
一
保
氏
居
館
。
遺
祉
を
費
昌
寺
と
掃
す
と
停
へ
て
居
る
（
輔
一
時
鮎
－

3
一時蜘

然
し
そ
の
後
出
H

謹
・
地
頭
等
の
侵
害
著
し
く
、
そ
の
不
入
権
は
漸
次
無
質
化
し
て
行
き
（
刊
ヰ
崎
一
立
場
色
、
文
永
弘
安
の
交
に
は
、

司
、
並
ぴ
に
名
、
引
き
臼
姓
、
紳
伎
を
遁
れ
む
掃
に
構
門
に
寄
せ
る
（
嫡
飾
品
唱
団
叩
一
聞
い
ん
地
謀
議
）
べ
と
い
う
衰
械
の
慾
閣
に
立
到
っ
た
。
震
に
頼
朝
は
伊

勢
神
宮
御
領
地
頭
の
狼
籍
を
停
め
て
内
外
宮
紳
官
。
下
知
に
従
は
し
ゐ
た
り
（

43A埼
吋
哨
三
＠
）
、
伊
勢
員
部
郡
大
領
一
家
綱
の
訴
に
よ
り
、
僚

を
遣
は
し
て
沼
田
御
厨
地
頭
畠
山
重
忠
眼
代
真
正
の
濫
行
を
札
3
し
め
た
b
し
て
い
る
の
で
弘
（
捜
乏
か
）
a

期
様
な
営
時
の
御
一
厨
に
殺
げ
る
地
頭
の
侵
害
を
時
代
の
脊
景
と
し
て
、
東
僚
御
厨
白
地
頭
東
一
景
信
D
鏑
家
侵
筈
の
行
動
を
猿
想
す
る
事
が
一

出
来
る
の
で
る
。
そ
し
て
日
蓮
は
雌
の
東
僚
長
信
に
樹
し
領
家
一
白
方
人
と
し
て
直
接
抗
争
し
、
自
己
の
宗
鞍
活
動
の
方
向
を
先
づ
最
初
に
決
定

し
て
し
ま
っ
た
，
。
以
下
英
白
鞘
の
考
察
に
移
ら
う
。

郡
郷
の
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文
庫
4
J
o

所
牧
」
而
し
て
此
の
長
狭
郡
東
保
御
厨
に
な
け
る
地
頭
東
僚
民
は
白
蓮
出
世
D
嘗
時
‘
既
に
頼
朝
以
来
の
本
補
地
頭
的
既
得
権
の
領
域
を
逃
か
に
の

り
と
え
て
御
厨
内
の
下
地
及
び
農
民
の
直
接
把
握
D
行
動
に
出
て
居
た
ら
し
く
特
巳
日
蓮
尚
家
の
地
清
澄
の
獲
得
に
狂
奔
し
て
居
た
。
承
、
久
乱

後
D
中
世
世
舎
に
普
遍
的
か
つ
加
増
的
に
見
ら
れ
る
地
頭
樺
伸
張
。
一
一
闘
で
あ
ら
う
が
、
日
蓮
は
彼
自
ら
「
領
家
」
と
稲
す
る
者
の
方
人
と
な

り
、
東
僚
景
信

ο地
頭
楳
の
伸
張
蹟
大
b
L

閉
止
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。

今
其
白
理
由
一
及
び
経
過
を
資
料
に
制
約
さ
れ
て
居
る
闘
係
上
、

一
方
的
に
は
な
る
が
、
日
蓮
自
身
D
回
顧
表
自
に
印
し
て
窺
う
と
、
先
づ
建

治
二
牛
D
清
澄
寺
大
衆
中
に
は
、
東
保
景
信
の
地
頭
樺
憤
張
の
模
様
と
、
こ
れ
に
拍
抗
す
る
領
家
日
日
蓮
の
係
争
b
弘、

「
東
僚
左
衛
門
景
信
が
悪
人
と
し
て
清
澄
の
か
い
し
し
ハ
飼
鹿
）
等
を
か
り
と
り
、
房
房
白
法
師
等
を
念
悌
者
の
所
従
に
し
な
ん
と
せ
し

a

に
、
日
蓮
敵
を
な
し
て
領
家
の
か
た
う
と
と
な
り
、
清
澄
ニ
閣
の
ニ
簡
の
寺
東
僚
が
方
に
つ
く
な
ら
ば
日
蓮
法
華
経
を
す
て
ん
と
、
せ
い
じ

ゃ
う
（
精
誠
）
の
起
請
を
か
い
て
日
蓮
が
御
本
傘
D
手
に
ゆ
い
つ
け
て
い
の
り
℃
、
一
年
が
内
に
雨
寺
は
東
僚
が
手
を
は
な
れ
候
し
な
り
」

（
一
七
七
九
頁
）

と
述
べ
て
、
自
己
の
強
烈
な
法
華
経
信
仰
の
放
に
比
の
係
争
に
勝
ち
抜
い
た
の
だ
と
回
顧
し
て
居
る
が
、
此
の
間
の
係
争
の
政
治
的
背
景
や
、

そ
と
か
ら
起
る
身
D
迫
害
が
単
な
る
信
仰
的
念
悌
排
撃
白
反
動
と
し
て
の
み
現
起
し
た
も
D
で
は
な
く
、
領
家
地
頭
問
。
政
治
的
経
諦
的
抗
守

の
渦
中
に
、
領
家
方
と
し
て
行
動
し
た
所
か
ら
現
は
れ
た
鮪
を
‘
よ
り
一
層
具
体
的
に
、
弘
安
元
年
D
妙
法
尼
御
返
事
に
は
、

「
本
は
房
州
の
者
に
て
候
し
が
、
地
頭
東
佳
左
衛
門
尉
景
信
と
申
せ
L
も
の
、
極
紫
寺
離
、
藤
次
左
衛
門
入
道
一
切
の
念
的
者
に
か
た
ち
は

れ
て
度
々
の
問
註
あ
り
て
、
結
何
は
合
職
起
り
て
候
上
樹
鍛
寺
殿
の
御
方
人
理
を
ま
げ
ら
れ
し
か
ば
東
僚
の
郡
ふ
せ
が
れ
て
入
ル
事
な
し
。

父
母
の
墓
を
見
歩
し
て
数
年
な
り
」
（
ル
恥
七
）

と
説
明
し
て
い
る
。
斯
く
し
て
此
の
結
果
が
、
合
戦
と
い
う
事
態
に
迄
立
到
る
が
．
そ
れ
が
日
蓮
の
四
ク
度
の
大
離
の
中
に
数
へ
ら
れ
る
、
文

.J.喝
ノ、
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白
蓮
の
祭
致
。
成
立
及
び
性
格悼阻．。

永
元
年
O
束
傑
小
松
原
D
法
難
で
あ
号
。

前
引
ニ
書
に
よ
れ
ば
日
蓮
は
東
僚
長
信
を
念
悌
者
と
し
て
領
家
に
劃
す
る
行
動
を
把
握
し
て
、
問
題
。
成
告
を
信
仰
慣
値
感
の
基
礎
の
相
違

六
四

に
還
元
し
て
居
る
が
、
勿
論
景
信
が
念
働
信
仰
者
た
り
し
纂
は
一
鹿
間
遣
い
あ
る
ま
い
。
即
ち
安
房
広
治
け
る
念
悌
奥
行
に
就
い

τは
、
既
ww

卒
安
時
代
嘉
保
年
聞
に
、
園
守
一
楓
親
元
の
受
績
と
し
て
の
ま
帖
官
製
的
な
、
糧
難
主
義
的
念
悌
信
仰
の
興
一
闘
盛
行
が
著
聞
し
て
居
p
（箆一一閥

抗
干
鰻
一
撃
一
時
一
拙
）
治
妙
源
寺
本
廿
四
輩
交
名
牒
に
依
れ
ば
、
常
陸
を
中
心
と
し
た
親
鷲
の
直
弟
四
十
四
人
の
う
ち
、
安
一
毘
の
近
隣
下
組
白
地
に

一
は
性
信
、
信
鶏
、
常
念
の
一
一
マ
名
が
輩
べ
ら
れ
て
、
専
修
念
悌
の
安
房
へ

D
波
及
弘
通
が
或
程
程
推
考
せ
ら
れ
、
か
っ
景
信
自
身
門
徒
た
り
し
安

陸
9

房
の
宗
教
の
中
心
地
清
澄
寺
そ
の
も
の
が
台
密
系
白
、
寺
院
で
念
働
中
心
で
も
あ
っ
た
結
、
或
は
後
越
す
る
様
に
景
信
の
政
治
的
バ
ト
ロ

y
た
る

念
働
者
北
保
軍
時
と
の
関
係
等
か
ら
推
し
て
、
景
信
白
念
働
者
た

p
し
事
は
明
ら
か
で
あ
る
。

然
し
長
信
は
日
蓮
を
単
に
、
念
働
者
と
し
て
の
純
信
何
的
立
場
か
ら
D
み
、
か
の
所
謂
小
松
原
法
難
の
如
き
、
日
蓮
白
一
命
を
奪
は
ん
と
詣

ず
る
迫
害
を
進
行
し
た
D
で
は
あ
る
ま
い
。

践
羽

建
長
五
年
の
問
調
日
蓮
D
立
教
開
宗
、
即
ち
念
悌
排
磐
開
始
D
B
D
念
働
者
の
迫
害
に
つ
い
て
、
身
延
文
庫
所
蔵
D
古
溝
本
で
、
白
蓮
滅

陸

u

p

－p

w

四
十
四
年
の
嘉
磨
一
］
一
年
正
月
一
目
白
「
日
進
聖
人
仰
之
趣
」
に
は
、
此
D
時
日
蓮
の
念
悌
無
聞
を
き
い
た
念
働
者
は
「
安
房
・
去
梱
念
働
者
一
宮
百

－
一
テ

余
人
同
心
一
捕
陀
悌
融

1
－TfL
夜
打
寄
打
稜

w
q
d
Z
M
d議
し
－
寸
英
ノ
後
東
僚
五
衛
門
閥
抗
引
f
J
M
玉
フ
也
」
と
あ
っ
て
、
長
信
同
首

．一般
O
念
働
者
と
は
明
ら
か
に
別
の
行
動
生
と
っ
て
居
り
、
彼
自
身
念
悌
者
で
は
あ
っ
た
ら
う
が
、
前
趨
O
知
き
直
己
D
地
頭
構
伸
張
の
際
の

最
強
の
劃
抗
者
と
し
て
の
す
ぐ
れ
て
政
治
的
盤
情
的
な
原
因
広
中
世
最
高
の
規
範
た
る
信
仰
の
問
題
が
離
ち
離
く
結
び
つ
い
て
、
所
調
立
鞍
詞

宗
の
目
白
迫
害
、
及
び
文
永
元
年
白
日
蓮
の
命
に
及
ぶ
法
難
、
更
に
弘
長
元
年
の
伊
豆
流
罪
と
い
ふ
一
聯
白
系
臨
を
も
っ
加
容
を
進
め
て
行
9

た
も
の
と
恩
ふ
。
そ
と
に
中
世
に
hw
け
る
地
頭
擢
伸
張
と
念
働
信
仰
D
抱
合
関
係
を
最
も
特
徴
的
に
一
示
す
事
例
を
見
る
D
で
あ
る
。

右
D
係
争
D
行
は
れ
た
年
次
に
つ
い
て
は
、
日
蓮
は
一
雷
同
も
鯛
れ
て
は
居
ら
4
1
、
建
長
六
年
か
ら
康
元
元
年
起
と
見
ら
れ
る
人
も
あ
ス
品
、
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そ
D
開
始

ω年
は
建
長
五
年
で
は
な
か
9
た
か
と
思
為
。
即
ち
文
永
七
年
。
善
無
長
三
離
紗
に
は
、
建
長
五
年
よ

p
今
文
永
七
年
遺
品
。
十
六

「
東
僚
左
衛
門
入
道
蓮
智
が
事
に
依
て
曲
。
十
儀
年
の
聞
は
見

七
年
間
念
樹
・
を
難
じ
て
燕
先
、
と
述
べ
て
す
ぐ
そ
の
後
に
、
師
。
道
善
一
房
を
、

宇
手
」
（
材
開
）
と
言
っ
て
居
る
前
か
ら
推
す
と
、

ζ

の
寸
十
飴
年
の
開
」
と
い
ふ
の
は
建
一
長
五
年
よ
り
十
六
七
年
間
と
い
う
事
に
な
9
、

〆
師
の
一
房
を
見
・
な
か
っ
た
D
は
東
僚
情
事
に
よ
る
と
あ
る
か
ら
、
明
ら
か
wh
雌
の
係
舎
の
稜
端
を
指
し
て
居
る
も
の
と
思
は
れ
、
比
D
係
争
は
、

陸
初

日
蓮
の
建
長
五
年
D
、
未
だ
念
働
排
睦
白
理
論
的
整
備
に
至
っ
て
居
な
い
、
雷
除
ば
感
情
的
念
悌
排
撃
の
開
始
の
段
階
と
も
言
ふ
べ
き
一
所
謂
立

毅
開
宗
の
年
次
と
雁
行
し
て
居
る
の
で
は
な
い
か
と
思
ふ
白
で
あ
る
。

さ
て
、
此
の
日
蓮
H
領
家
と
地
頭
東
保
景
曜
と
り
抗
争
の
事
情
を
最
も
雄
舗
に
物
語
つ
之
居
る
、
前
引
弘
安
元
年
白
妙
法
尼
御
返
事
に
つ
い

て
の
内
部
的
な
考
察
を
手
掛
り
と
し
て
日
蓮
の
念
悌
排
撃
を
申
棋
と
す
る
宗
鞍
活
動
の
性
格
を
考
へ
て
み
た
い
。

先
づ
前
引
文
中
所
出
D
各
人
物
広
就
い
て
一
一
臨
検
討
し
て
み
る
。
最
初
に
極
幾
寺
股
と
あ
る
の
は
、
北
傑
重
時
D
事
で
、
伎
の
別
業
に
よ
る

呼
び
名
で
あ
る
が
（
一
言
醐
誠
一
世
間
品
己
主
）
、
彼
は
義
時
の
一
一
一
男
（
刺
鰍
一
娘
、
制
）
兄
に
泰
時
、
朝
時
が
居
P
、
母
は
比
－
全
勝
内
朝
宗
D
女

（
畑
一
問
一
品
）
で
あ
る
。
彼
の
生
涯
は
三
十
三
歳
に
し

τ上
浴
、
六
波
繕
探
題
と
な
る
迄
の
第
一
期
‘
寛
喜
二
年
の
上
滑
か
ら
寛
治
元
年
五
十
説
明
』

鎌
倉
に
蹄
る
迄
の
十
八
年
間
の
六
波
維
探
題
時
代

ρ第
二
期
．
鎌
倉
に
蹄
っ
て
幕
府
の
連
署
と
な
っ
て
か
ら
康
元
元
年
五
十
九
歳
で
辞
職
す
る

謹
の
十
．
年
問
。
第
三
期
、
政
治
上
白
第
一
融
か
ら
身
を
退
い
た
と
は
い
へ
政
界
D
重
鎮
と
し
て
重
き
を
な
し
た
．
出
家
か
ら
弘
長
元
年
六
十
四

陸
M

歳
で
卒
去
す
る
に
至
る
六
年
聞
の
第
四
期
と
四
期
に
分
げ
て
考
へ
る
事
が
出
来
る
。
日
蓮
が
来
僚
景
信
と
抗
争
を
展
開
し
た
D
は
、
軍
時
が
政

治
的
に
最
も
円
熟
し
て
し
て
居
た
第
三
期
の
末
か
ら
第
四
期
に
か
げ
て
の
聞
で
あ
っ
た
ら
う
。

今
偲
り
に
、
北
健
室
時
系
統
D
政
治
権
力
を
中
心
に
、
鎌
倉
時
代
の
政
治
史
に
つ
い
て
瞥
見
し
て
み
る
と
、
北
僚
執
樺
と
一
般
御
家
人
と
が

主
従
的
な
聞
係
の
萌
芽
を
見
せ
は
じ
め
る
建
仁
三
年
の
比
企
略
的
討
舗
あ
た
り
に
執
樺
政
治

ω成
立
を
考
へ
（
陪
騨
一
一
時
理
化
古
い
訪
れ
廿
）
、
・
次
い

で
北
俊
民
得
宗
家
の
他
氏
排
斥
、
｝
支
旋
醸
迫
の
内
部
的
対
立
＠
も
と
に
得
宗
政
治
が
確
立
し
て
行
く
過
程
に
、
此
の
重
時
系
統
の
北
保
氏
内
部

白
蓮

ω家
歓
の
成
立
及
び
性
格

六
五

・ 
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日
蓮
の
家
数
の
成
立
及
び
性
格

に
於
け
る
政
治
構
カ
D
比
重
如
何
を
考
へ
て
み
る
と
、
重
時
系
統
D
政
治
構
力
が
得
宗
家
に
次
い
で
優
位
を
占
め
て
居
た
と
と
は
、
重
時
の
長

子
長
時
は
執
模
、
次
子
時
茂
は
六
波
羅
北
方
‘
三
子
義
政
は
時
宗
D
達
者
で
あ
っ
た
事
か
ら
も
窺
ひ
知
る
事
部
出
来
る
し
、
特
に
鎌
倉
時
代
を

遁
じ
て
執
樺
蓮
署
六
波
羅
探
題
に
就
任
し
た
北
保
氏
一
門
D
各
系
統
D
比
を
見
る
と
、
義
時
H
泰
時
流
の
十
六
名
に
衣
い
で
、
重
時
流
が
十
五

陸
路

名
。
多
き
を
占
め
て
居
る
豪
か
ら
も
、
重
時
流
の
嘗
時
に
な
げ
る
政
治
権
力
。
優
位
を
よ
み
と
る
事
が
出
来
る
。

六
六

前
引
法
妙
尼
御
返
事
に
よ
れ
ば
、
執
擢
政
治
中
に
優
位
を
占
む
る
此
の
重
時
系
統
の
政
治
権
力
を
背
景
に
地
頭
東
僚
長
信
は
所
謂
「
惑
人
と

し
℃
」
安
房
長
狭
郡
白
在
地
に
地
頭
樺
の
膿
張
を
園
っ
た
も
の
と
思
は
れ
、
日
蓮
の
景
信
広
謝
す
る
勝
詐
が
一
時
的
現
裁
に
経
っ
た
所
以
で
も

あ
る
q

然
し
勿
論
巌
密
に
は
、
此
の
重
時
流
の
政
権
の
性
格
は
、
言
法
ぽ
執
樺
政
治
中
に
沿
げ
る
得
宗
家
政
権
に
艶
す
る
中
っ
た
ぎ
的
な
機
能
を
呆

し
て
、
執
樺
政
治
の
鑓
質
、
得
宗
専
制
出
現
の
政
治
過
程

ρ推
移
中
に
現
は
れ
た
過
漉
的
性
格
b
L
も
τ

つ
も
の
で
あ
っ
た
事
は
否
め
な
い
事
官
で

あ
る
。
長
時
の
執
擢
就
任
の
事
情
は
、
吾
妻
鏡
白
雷
同
う
遁
り
「
家
替
幼
稚
の
程
の
眼
代
」
で
あ
り
、
政
村
D
執
樺
就
任
の
事
情
も
又
同
断
で
あ

酢
回

っ
た
O

其
白
後
執
権
政
治
は
ほ
ピ
時
宗
、
貞
時
二
代
の
文
永
年
間
か
ら

E
安
年
聞
に
選
る
聞
に
錘
質
解
体
し
て
得
宗
専
制
に
移
行
し
て
行
き
、

陰
口

更
に
周
知
D
如
く
弘
安
八
年
の
霜
月
騒
動
b
L
騨
期
と
し
て
、
得
宗
被
官
に
よ
る
御
内
政
治
へ
と
費
貌
を
遂
げ
る
。
日
蓮
の
宗
教
荷
動
が
、
「
龍

の
借
を
か
法
華
麗
の
ゆ
え
に
公
家
武
家
に
奏
す
る
」
（
四
諸
問
八
）
と
い
ふ
幕
府
樺
力
b
L
動
か
し
て
の
法
華
経
信
仰
の
弘
通
、
念
…
仰
排
撃
（
佐

渡
流
罪
以
後
は
特
に
真
言
排
撃
）
の
方
向
を
終
始
鑓
へ
な
か
っ
た
率
、
及
び
執
樺
政
治
の
鑓
質
に
伴
ふ
領
主
圏
内
部
の
牧
取
闘
係
の
鍵
化
b
L
鈍

〈
説
み
主
っ
て
民
衆
の
苦
悩
を
法
華
経
信
仰
に
還
元
解
消
し
て
ゆ
く
ジ
ャ

l
ナ

F
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
と
さ
へ
思
は
れ
る
様
な
、
時
流
に
封
ず
る
鋭

敏
な
政
治
的
感
血
%
を
属
性
と
し
て
居
た
事
を
併
せ
考
へ
る
と
、
景
信
H
重
時
流
の
政
権
と
の
抗
守
は
爾
後
の
日
蓮
の
宗
教
荷
動
の
方
向
の
基
礎

を
据
ゑ
た
も
の
と
し
て
茜
だ
重
要
な
指
標
に
な
ら
う
。

戎
に
妙
法
尼
御
返
事
の
藤
次
左
衛
門
と
い
う
の
は
吾
妻
鏡
建
長
四
年
三
月
六
日
の
僚
に
、
藤
次
左
衛
門
泰
糟
な
る
者
が
宗
傘
親
王
下
向
K
9
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い
て
、
使
者
と
し
て
上
洛
し
て
属
る
事
が
見
え
て
属

p
、
又
間
五
年
E
月
二
十
八
日
D
僚
に
、
時
顧
の
室
が
男
子
卒
産
の
際
、
室
時
別
鋒
を
施

し
、
同
人
が
そ
の
使
者
と
な
っ
て
居
る
髄
か
ら
考
へ
て
、
か
の
葉
黄
記
等
の
記
録
に
見
え
お
佐
治
重
家
、
高
橋
時
光
等
と
並
ぶ
．
北
肱
体
重
時
。

重
医
で
る
っ
た
と
魔
し
く
、
か
っ
主
口
実
鏡
E
嘉
元
年
十
一
月
二
十
二
日
の
僚
に
は
‘
「
藤
戎
左
衛
門
入
道
家
失
火
」
と
あ
る
か
ら
、
此
白
聞
に

入
道
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。
比
の
藤
戎
左
衛
門
沢
東
僚
景
信
と
如
何
な
る
闘
係
に
あ
っ
た
か
は
不
明
と
す
る
も
、
恐
ら
く
妙
法
尼
御
返
事
。
文

よ
り
推
し
て
』
長
信
と
軍
時
と
の
聞
の
取
次
的
役
割
を
演
む
た
も
の
で
あ
ら
う
。

東

K
前
引
妙
法
尼
御
返
事
の
文
中
に
沿
い
て
最
も
重
要
な
事
は
「
領
家
」
の
何
者
で
あ
る
か
と
い
ふ
賄
及
び
そ
の
領
家
主
日
蓮
と
の
’
闘
係
で

あ
ら
う
。

日
蓮
宗
内
の
停
説
で
は
、
と
の
領
家
を
「
名
越
の
尼
」
と
も
「
大
尼
」
と
も
言
ひ
、
名
越
朝
時
の
後
妻
（
醐
議
…
龍
一
…
ト
ピ
）
で
あ
る
と
停

へ
て
居
る
。
安
房
長
狭
郡
は
か
つ
て
和
田
義
盛
の
領
分
で
あ
っ
た
の
を
、
義
議
滅
亡
後
名
越
朝
時
が
引
縫
い
だ
の
で
、
朝
時
死
去
白
後
共
妻
尼

主
な
っ
て
領
家
白
尼
と
稿
し
た
と
は
、
組
審
議
義
論
。
設
で
あ
る
が
如
何
で
あ
ら
う
。
朝
時
の
知
行
に
岡
崎
し
七
居
た
の
は
越
中
．
越
後
の
二
闘

で
あ
り
（
2
4哨
本
）
、
朝
時
の
嫡
努
時
章
の
大
隅
守
護
た
か
’
し
事
（
珊
咋
一
一
一
一
訂
）
等
は
知
ら
れ
得
る
も
、
朝
時
が
長
狭
郡
の
知
行
を
如
何
様

に
粂
帯
し
て
居
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
玉
津
日
通
の
憶
読
で
あ
ら
う
か
。
朝
時
の
妻
は
二
人
以
上
あ
っ
た
ら
し
く
、

一
人
は
時
章
の
母
で
大

友
墓
前
前
司
能
直
の
女
、

一
人
は
教
時
の
母
で
時
一
房
の
女
で
あ
り
、
日
蓮
と
関
係
付
け
る
に
は
此
D
二
人
で
は
先
づ
難
し
い
。

然
し
前
引
書
の
宛
人
た
る
妙
法
尼
ハ
同
名
の
者
が
日
蓮
の
門
徒
巴
別
に
居
る
が
、
そ
れ
は
法
華
初
心
成
伸
紗
白
宛
人
た
る
岡
宮
妙
法
尼
の

事
〉
は
名
越
時
章
。
女
一
で
あ
る
と
言
ひ
、
名
越
の
尼
の
子
で
、
文
永
九
年
春
の
北
保
時
輔
の
飽
日
二
月
騒
動
に
打
死
し
た
名
越
白
蹴
と
言
ふ
＠

は
（
一
立
諜
一
一
）
そ
り
近
親
で
あ
っ
た
か
と
も
想
像
さ
れ
る
し
、
叉
新
尼
な
る
者
が
居
っ
て
（
間
一
喝
浦
一
議
開
」
い
と
広
）
、
名
越
時
章
の
子

公
時
の
妻
と
も
傍
へ
て
活
て
、
日
蓮
と
名
越
家
と
D
闘
係
を
全
然
否
定
し
去
る
事
は
難
し
い
が
、
さ
り
と
て
安
一
房
の
領
家
の
尼
と
名
越
朝
時
。

棄
と
が
同
一
人
で
あ
る
と
も
簡
じ
難
く
、
逝
に
名
越
家
の
家
臣
で
殴
原
身
分
の
者
か
と
も
患
は
れ
る
白
蓮
の
篤
信
者
で
あ
っ
た
四
係
金
吾
額
基

日
蓮
の
宗
敏
の
成
立
及
び
性
格

六
七
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占
ハ
八

宵
蓮
O
宗
教
の
成
立
及
ぴ
怯
格

ー
と
日
蓮
と
の
関
係
が
基
礎
に
な
っ
て
．
日
蓮
と
名
越
家
と
の
直
接
関
係
が
門
流
内
D
倖
読
と
し
て
漸
次
ひ
る
め
ら
れ
て
行
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
も
考
へ
ち
れ
、
ニ
者
の
関
係
に
つ
い

τは
後
湾
を
侯
つ
次
第
で
あ
る
。

斯
く
し
て
、
以
上
の
杜
撰
な
行
論
を
一
先
づ
綜
合
し
て
み
る
と
も
官
時
に
な
げ
る
東
傑
郷
の
政
治
的
経
済
的
支
配
関
係
は
、
踊
朝
か
ら
東
保

郷
を
御
厨
と
し
て
寄
進
さ
れ
、
時
間
的
経
過
と
宍
に
安
一
周
の
在
地
勢
力
の
侵
略
を
被
っ
て
音
質
的
支
配
樺
を
喪
失
し
て
居
た
本
所
的
な
太
神
宮

と
、
そ
の
太
紳
宮
の
間
接
的
支
配
よ
り
も
一
層
強
力
な
下
地
進
止
擢
を
所
有
し
て
居
た
と
思
は
れ
、
太
神
宮
の
預
所
的
な
性
格
が
感
じ
ら
れ

る
、
い
は
ば
荘
園
領
主
的
な
所
謂
「
領
家
」

1
清
澄
寺
と
、
押
厨
に
謝
す
る
地
頭
樺
の
伸
張
と
い
ふ
時
代
的
趨
勢
の
も
と
に
、
北
傑
執
権
部
内

に
優
越
し
た
政
治
樺
カ
を
有
す
る
北
傑
重
時
を
背
景
と
し
て
、
東
係
捕
の
下
地
及
び
農
民
を
一
国
的
に
把
握
せ
ん
と
し
て
領
家
に
拾
抗
す
る
来

保
景
信
、
と
い
っ
泊
三
類
の
カ
闘
係
が
推
察
さ
れ
る
D
で
あ
る
。

し
か
ら
ば
以
上
白
様
な
力
関
係
。
中
に
、
比
白
領
家
白
方
人
と
し
て
地
頭
景
信
と
封
抗
す
る
日
蓮
の
、
領
家
と
の
身
分
的
な
闘
係
、
即
ち
日

蓮
の
階
層
的
立
場
は
如
何
様
に
考
へ
ら
れ
ょ
う
か
。

元
来
「
領
家
」
な
る
稿
呼
は
三
位
以
上
白
身
分
の
者
を
指
し
、
領
主
と
領
家
と
の
直
別
は
単
に
身
分
上
白
差
異
巴
基
く
名
稿
。
匝
別
で
あ

往
路

り
、
共
に
土
地
の
所
有
権
者
た
る
事
に
沿
い
て
何
等
襲
り
な
い
も
の
で
あ
る
事
は
既
に
明
ら
か
で
あ
る
が
、
日
蓮
の
言
ふ
領
家
な
る
も
の
が
具

体
的
に
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
、
先
述
。
如
く
、
嬢
か
に
論
断
は
出
来
な
い
。

領
家
の
勢
力
は
‘
前
引
清
澄
寺
大
衆
中
白
文
か
ら
察
す
る
と
東
僚
摺
清
澄
全
体
に
及
ん
で
居
た
も
の
の
様
で
あ
り
、
・
日
蓮
は
こ
の
領
家
に
つ

い

τ、
「
日
蓮
が
父
母
等
に
恩
を
か
降
ら
せ
た
る
人
な
れ
ば
」
（
崎
議
一
一
疎
中
）
と
も
・
或
は
「
日
蓮
が
霊
感
の
人
な
れ
ば
」
（
翻
純
一
課
畑
一

一
応
）
と
も
寄
っ
て
居
り
、
此
等
の
交
の
語
勢
ゃ
、
領
家
の
勢
力
、
及
び
日
蓮
哨
領
申
告
震
に
命
に
及
ぶ
程
の
奔
走
を
し
て
居
る
賠
等
を
併
せ
考

へ
る
と
、
領
家
と
日
蓮
と
り
関
係
は
、
皐
に
領
家
日
町
一
日
蓮
の
鎌
倉
遊
撃
中
の
纂
費
の
出
費
者
で
あ
る
と
か
、
或
は
領
家
と
日
蓮
の
父
母
と
の
開

争
↑
晦

aa

が
親
交
闘
係
に
あ
っ
た
等
と
い
ふ
様
な
謝
等
関
係
巴
あ
っ
た
も
の
M
「
は
解
さ
れ
な
い
。

、、

-

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



寧
る
御
厨
に
於
け
る
領
家
と
そ
の
珪
民
と
い
ふ
支
配
隷
属
。
関
係
に
あ
っ
た
D
で
は
な
か
っ
た
ら
う
か
。

而
し
て
日
蓮
の
階
層
的
立
場
を
推
察
す
る
上
に
J
」
の
日
蓮

1
領
家
と
地
頭
と
白
抗
争
に
闘
し
て
注
目
す
ぺ
き
は
二
時
的
と
は
言
へ
日
蓮
が

領
家
の
方
人
と
し
て
地
頭
に
勝
訴
し
得
た
理
由
が
奈
蓬
に
存
し
て
居
た
か
と
い
う
事
で
あ
る
。
勿
論
日
蓮
自
身
白
卓
越
し
た
問
註
能
力
も
さ
る

事
乍
ら
、
地
頭
の
領
家
支
配
の
排
除
に
際
し
て
の
武
力
的
進
出
に
封
し
、
一
億
侶
の
単
な
る
側
人
プ
レ
イ
で
こ
れ
に
充
全
的
に
封
抗
し
得
た
と

陸
却

は
考
へ
ら
れ
や
J

、
蛍
時
の
領
主
制
の
内
部
に
法
則
的
に
見
ら
れ
る
地
頭
と
名
主
と
の
矛
盾
的
封
立
闘
係
が
此
の
場
合
に
も
類
推
せ
ら
れ
、
恐
ら

〈
地
頭
東
俊
民
の
勢
力
の
一
固
化
に
伴
ふ
牧
取
闘
係
の
緊
迫
に
つ
れ
て
名
主
百
姓
等
の
反
地
頭
的
な
動
き
が
昂
ま
っ
た
時
ハ
安
一
房
東
傑
郷
に
和

げ
る
日
蓮
D
同
族
関
係
に
あ
う
た
と
魔
し
き
名
主
級
武
士
層
の
劃
東
保
氏
の
動
き
と
、
小
松
原
法
難
後
一
関
綿
の
聞
に
急
速
に
、
日
華
が
そ
の
敬

線
を
惣
領
制
的
た
同
候
闘
係
を
利
し
つ
つ
掠
張
し
て
行
っ
た
察
と
は
夫
を
立
詮
す
る
）
、
と
れ
を
基
盤
に
太
神
宮
の
古
代
的
構
成
を
以
て
、
鎌

一
倉
幕
府
そ
の
も
の

L
も
つ
古
代
政
樺
陀
劃
ず
る
安
協
的
性
格
の
弱
賭
を
、
日
蓮
が
機
敏
に
簡
き
得
た
所
に
そ
の
勝
間
が
あ
っ
た
と
忠
は
れ
る
。

そ
の
際
日
蓮
は
領
家
権
力
と
結
び
荘
園
制
的
慣
行
を
楯
と
し
、
「
新
儀
非
法
」
の
論
理
を
以
て
名
主
百
姓
等
の
地
頭
に
封
す
る
抵
抗
の
先
頭
に

立
っ
て
い
た
も
の
と
推
考
す
る
。

）
即
ち
日
蓮
は
領
家
巴
方
人
し
て
地
頭
排
撃
（
U
念
悌
排
撃
）
を
敢
行
す
る
、
身
分
的
巴
は
僧
侶
で
も
、
階
層
的
に
は
名
主
の
立
場
に
立
っ
て

居
化
事
が
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
（
側
一
礎
的
一
時
間
蒔
一
月
九
一
訪
れ
諒
純
一
辻
均
一
句
い
て
は
）

勿
論
そ
と
に
は
、
特
に
承
久
の
飢
以
後
顕
著
に
見
ら
れ
る
様
な
、
在
地
地
頭
層
が
古
代
的
性
格
を
梯
拭
し
得
な
い
幕
府
の
法
を
の
り
と
え

て
、
旺
閤
領
主
の
支
配
を
排
除
し
て
ゆ
く
動
完
封
し
、
幕
府
が
結
え
て
れ
を
抑
止
す
る
側
室
っ
て
完
芝
居
鑓
弘
一
一
円
軍
一
）

を
銃
く
洞
察
し
、
之
に
巧
み
に
契
令
し
て
居
る
日
蓮
の
問
註
能
力
や
、
叉
日
蓮
が
鎌
倉
中
期
以
降
の
、
惇
統
的
な
地
頭
層
に
艶
す
る
中
小
名
主

層
の
濁
立
化
の
胎
動
、
と
い
う
基
本
線
b
E
階
層
的
に
適
確
に
把
握
し
て
居
た
事
が
第
へ
る
。

此
の
一
見
矛
盾
す
る
が
加
害
ニ
傾
向
の
動
き
を
見
事
に
宋
ね
合
は
せ
て
ゆ
く
所
に
日
蓮
の
政
治
的
簡
角
の
鈍
さ
と
、
日
蓮
の
宗
教
活
動
の
性

格
の
複
雑
さ
、
及
び
天
台
数
視
の
斑
大
注
構
成
を
選
棚
悼
の
論
理
に
よ
っ
て
一
念
信
解
的
に
簡
易
佑
し
て
ゆ
く
基
礎
を
よ
み
と
る
事
が
出
来
る
と

日
蓮
の
宗
数
の
成
立
及
び
性
格

六
九

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



日
還
の
宗
教
の
成
立
及
ぴ
性
格

セ
0 

思
ふ
。此
蕗
で
日
蓮
が
自
己
の
出
自
を
．
漁
民
D
子
と
し
て
再
三
揚
言
し
て
居
る
事
の
意
味
を
考
へ
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
司

日
蓮
の
出
自
に
つ
い
て
、
藤
原
氏
二
一
一
閤
氏
等
の
由
緒
あ
る
名
家
D
末
孫
と
い
ふ
が
如
き
読
は
、
勿
論
後
代
D
門
閥
崇
拝
。
思
想
に
左
右
さ

れ
た
聖
人
御
系
圏
獅
書
（
盟
詰
）
・
法
華
本
門
宗
要
紗
（
芳
一
一
哨
鴎
）
等
の
備
蓄
に
出
イ
る
も
の
で
あ
り
、
門
流
内
の
白
蓮
俸
と
し
て
4

ん
も
古

き
も
の
に
属
す
る
日
朝
の
元
組
化
導
記
も
日
蓮
滅
後
百
九
十
年
を
経
℃
居
り
、
日
澄
白
註
壷
讃
が
滅
後
二
百
年
前
後
、
承
襲
。
元
帆
蓮
公
躍
培

略
停
が
滅
後
二
百
八
十
五
年
で
何
れ
も
金
き
信
感
性
を
置
く
に
は
疑
問
が
あ
る
。

日
蓮
自
身
の
確
か
な
遺
文
に
は
「
醸
民
が
子
」
ー
（
槻
謙
一
日
開
）

「
民
が
子
」
（
脚
一
銭
糊
腿
申
立
辺
昭
氏
、
自
（
）
等
と
補
し
て
居
る
。

「
海
人
の
子
」

（
4
唯
一
刻
一
脚
）
「
民
白

安
一
聞
の
地
理
的
環
境
か
ら
く
る
営
然
の
表
現
で
あ
ら

「
指
陀
維
が
子
」

ヘ
佐
渡
御
勘
気
J

／
妙
七

O
一
一
良
」

家
よ
り
出
で
て
」

う
が
、
更
に
白
蓮
が
法
華
経
の
持
者
た
る
頼
朝
の
東
傑
御
厨
に
謝
す
る
既
往
の
傘
崇
事
費
を
繰
返
し
稀
揚
し
て
居
る
事
や
、
海
部
の
一
－
部
が
後

世
御
厨
の
民
と
な
ワ
て
居
る
事
賞
、
鎌
倉
時
代
に
た
け
る
御
厨
の
鮭
園
化
の
形
勢
、
乃
至
そ
の
御
厨
の
民
な
る
が
故
の
日
蓮
の
紳
紙
信
仰
の
商

唱
、
前
述
せ
る
領
家
と
の
身
分
的
関
係
等
の
諸
事
費
を
彼
此
併
考
す
れ
ば
、
日
蓮
が
敢
て
漁
民
の
子
1

民
D
子
と
絹
ナ
る
所
以
の
も
の
は
、
御

闘
の
班
闘
化
陀
伴
っ
て
析
出
さ
れ
て
来
た
班
閤
領
家
の
賠
民
で
あ
る
彼
が
、
御
厨
と
い
う
紳
祇
信
仰
の
経
慎
的
基
盤
宏
、
地
頭
の
進
出
に
封
杭
’

し
、
之
を
古
代
的
意
識
の
下
に
擁
護
ぜ
ん
と
し
て
、
地
頭
排
撃
H
念
怖
排
撃
即
ち
法
義
信
仰
の
故
に
命
を
捨
て
る
事
の
有
離
さ
を
述
べ
る
筋
。

毘
稿
と
し
て
必
然
的
に
叫
ぴ
出
さ
れ
た
表
現
で
あ
ら
う
。
定
に
棋
は
御
厨
の
海
人
の
子
で
あ
っ
た
。

以
上
の
意
識
と
出
自
と
階
層
的
立
場
か
ら
北
傑
軍
時
1
景
信
と
如
上
の
土
地
争
論
を
行
っ
た
の
で
る
る
。
そ
し
て
度
々
の
問
註
と
な
り
、
景

僧
の
飼
鹿
を
狩
り
と
る
と
い
ふ
宗
教
的
武
力
的
示
威
運
動
を
艦
て
、
結
局
景
信
の
敗
訴
と
な
り
、
建
に
小
松
原
法
難
の
完
全
な
武
力
行
使
と
な

っ
て
日
蓮
は
法
華
の
本
文
を
命
を
以
て
色
閣
し
、

「
東
傑
の
郡
ふ
せ
が
れ
て
入
る
事
な
し
、
父
母
の
墓
を
見
守
し
て
数
年
な
り
」
と
い
ふ
終
局
！

的
敗
北
を
喫
す
る
。
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加
之
宮
時
の
政
治
権
力
の
臨
は
、
よ
し
中
つ
な
ぎ
的
性
格
を
も
っ
と
は
い
へ
、
景
信
の
背
栄
一
た
る
極
地
市
寺
系
白
人
物
に
依
っ
て
占
め
ら
れ
℃

居

p
．
宗
教
凶
に
も
同
じ
遁
迭
の
念
働
者
た
る
景
信
＠
重
時
を
問
註
で
打
破
る
と
同
時
に
自
己
の
宗
教
的
情
動
を
開
始
し
た
日
蓮
の
爾
後
の
行

勤
と
意
識
が
此
D
椋
か
ら
打
刻
さ
れ
て
く
る
の
は
営
然
で
あ
ら
う
。

部
ち
か
の
文
麿
元
年
の
立
正
安
園
論
は
徹
頭
徹
尾
念
怖
排
撃
を
も
っ
て
そ
の
主
内
容
と
し
て
居
り
‘
得
宗
家
の
締
宗
信
仰
を
さ
げ
た
も
の
か

（
醐
鳩
ゆ

b
y
常
の
如
き
柿
宗
一
破
斥
す
ら
も
含
ん
で
蔚
な
い
が
、
此
の
蓄
を
直
接
に
は
極
端
市
中
守
系
を
避
け
た
り
と
は
い
へ
、
幕
府
樺
力
を
通
し

一
一
撃
に
念
帥
排
撃
の
果
賢
を
獲
得
せ
ん
と
、
御
内
宿
屋
光
則
の
乎
b
L
艦
て
い
み
じ
く
も
最
明
寺
入
道
時
頓
に
献
巴
た
の
で
あ
る
。
時
の
執
横
長

時
、
蓮
明
者
政
村
は
共
に
重
時
の
子
で
あ
る
。
此
の
結
果
が
回
ケ
度
の
大
難
の
一
っ
た
る
弘
長
元
年
の
伊
豆
流
罪
で
お
る
。

山
川
智
臨
博
士
は
「
伊
豆
流
罪
に
治
け
為
幕
府
擬
律
の
考
詮
」
（
引
純
一
ぷ
研
）
を
行
は
れ
て
、
貞
永
式
目
惑
口
の
品
定
探
せ
ら
れ
た
る
も
の

な
ら
ん
．
と
推
定
し
て
た
ら
れ
る
が
、
勿
論
結
論
的
に
は
蓋
し
受
賞
の
設
で
あ
ら
う
。
然
し
根
本
の
原
因
は
大
様
右
の
如
き
、
日
蓮
の
い
は
ば

す
ぐ
れ
た
挺
官
的
機
能
の
議
行
が
必
然
的
に
地
頭
模
撞
張
を
園
る
念
働
者
景
信
と
、
樺
カ
白
極
北
に
座
す
る
念
悌
信
仰
者
重
時
と
の
政
治
的
経

設
問
的
乃
至
宗
教
的
激
突
を
生
じ
、
そ
の
結
果
悪
口
の
径
と
い
ふ
名
目
白
下
に
伊
豆
流
罪
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
と
思
ふ
。

さ
れ
ば
日
謹
は
此
の
聞
の
流
罪
に
選
る
経
緯
を
、
下
山
御
池
息
に
、
「
御
尋
ね
も
な
く
御
用
も
な
か
り
し
か
ぽ
、
園
主
（

1
執
権
）
の
御
用

注
き
法
師
な
れ
ば
、
あ
や
ま
ち
た
り
と
も
科
あ
ら
じ
と
や
忠
ひ
け
ん
、
念
働
者
並
に
檀
那
等
、
叉
さ
る
ぺ
き
人
人
も
同
意
し
た
る
と
ぞ
聞
へ

し
」
（
一
諸
問
問
l
s
）
「
長
時
武
蔵
守
殿
は
禁
事
殿
の
御
子
な
り
し
故
に
親
の
心
を
知
り
て
理
一
主
確
に
伊
豆
園
へ
流
し
給
ひ
ね
」
（
一
諮
問
荷

恥
九
）
と
自
ら
記
し
て
居
り
、
理
不
監
D

一
詰
ま
と
主
に
妙
を
得
て
居
る
。

叉
そ
の
際
注
意
す
べ
き
は
、
流
罪
を
割
策
せ
る
階
涯
に
つ
い
て
日
蓮
は
「
大
名
し
て
も
む
を
ぽ
へ
ぬ
侍
E
も
、
た
の
し
く
て
先
後
も
排
へ
ぬ

在
家
の
徳
人
建
」
「
き
り
も
の
ど
も
よ
り
あ
ひ
て
、
ま
ち
う
E
等
を
か
た
ら
ひ
て
」
主
越
ぺ
て
、
日
蓮
が
新
宗
教
活
動
を
起
し
た
際
に
直
ち
に

揮
塵
に
出
て
居
る
政
治
樺
カ
者
、
大
名
主
、
鎌
倉
在
住
O
有
徳
人
H
商
工
業
者
（
勝
一
棚
引
輔
副
一
崎
一
諸
無
）
等
の
聯
合
の
献
況
を
洞
察
し
て
居

七
一

日
漣
の
宗
教
の
成
立
及
び
性
格
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.  

七

日
廷
の
家
殺
の
成
立
及
び
性
格

ahv
、
安
隠
そ
れ
が
念
悌
信
仰
者
と
し
て
把
握
さ
れ
て
居
る
事
で
あ
る
n
此
の
事
は
叉
同
時
に
そ
D
劃
極
に
立
つ
白
蓮
の
宗
教
の
階
居
的
座
標
の

党
o

ヘ
飴
刀
流
揮
略
。
擁
腫
に
鈴
鹿
す
る
か
の
如
き
記
事
が
吾
J

ー
位
決
を
暗
示
す
る
も
り
で
あ
ら
（
妻
鏡
文
慮
元
－

t
・
十
、
岡
弘
長
元
・
五
・
一
に
あ
る
〕

閥
し
て
更
に
日
蓮
は
「
雨
闘
吏
ゐ
を
あ
は
せ
た
る
事
な
れ
ば
」
（
崎
一
鶴
市
一
一
理
論
）
と
究
極
の
・
暗
歴
者
の
指
摘
に
及
ん
で
屠
る
。
南
吏
一
と
は

爾
園
司
で
、
沙
汰
来
練
警
に
よ
れ
ば
執
樺
蓮
田
脊
め
意
で
あ
る
か
ら
、
重
時
D
息
た
る
執
樺
武
蔵
守
長
時
と
、
連
署
の
相
模
守
政
村
と
の
雨
入
で

あ
る
事
は
輸
を
侯
た
な
い
。

斯
く
し
て
白
蓮
は
械
縄
寺
系
の
政
樺
と
翼
向
か
ら
衝
突
す
る
事
に
主
っ
て
、
幕
府
樺
力
を
誼
巴
て
の
念
悌
排
曹
、
正
統
天
蓋
D
復
興
即
ち
純

E
法
華
麗
謂
仰
の
確
立
と
い
ふ
、
自
ら
の
宗
教
的
金
園
を
そ
の
宗
教
常
勤
の
初
穫
に
費
助
せ
ざ
る
を
得
な
か

q
た
。
日
蓮
が
自
ら
念
働
者
誼
放

宜
欺
事
に
寛
醸
し
た
様
及
、
嘗
て
の
奮
梯
較
徒
側
か
ら
の
、
画
家
樺
カ
を
誼
む
て
法
線
の
専
修
念
備
に
加
へ
ら
れ
た
、
額
密
的
古
代
園
家
的
立

場
か
ら
す
る
批
判
乃
至
排
撃
の
歴
史
的
背
景
が
、
革
命
の
原
動
力
を
抑
麗
し
不
徹
底
に
終
ら
し
め
た
頼
朝
の
公
武
安
協
政
策
に
あ
っ
た
建
久
l． 

E
治・
l

建
暦
の
営
山
崎
と
は
事
異
な
り
、
よ
し
専
修
念
悌
受
容
。
形
態
が
本
質
的
に
「
費
者
の
理
想
」
や
「
往
生
の
可
否
」
と
い
ふ
問
題
よ
り

院
舗

も
「
後
世
の
敬
憤
」
に
、
関
心
が
集
中
し
て
居
売
事
は
事
賓
で
あ
る
に
も
せ
よ
、
日
蓮
嘗
時
に
は
既
に
専
修
念
働
は
蹟
汎
に
民
衆
を
と
ら
へ
て

居

p
ハ
勿
論
各
階
居
に
無
媒
介
的
に
受
容
さ
れ
た
の
で
は
注
い
〉
日
蓮
が
法
然
の
所
謂
園
家
を
蹴
る
「
邪
法
の
念
悌
」
は
勿
論
、
諸
宗
共
許
の

「
遁
迭
の
念
仰
」
す
ら
も
許
容
し
得
な
い
強
烈
な
法
華
信
仰
の
慣
値
感
を
申
接
と
し
、
か
っ
そ
の
法
華
信
仰
弘
遁
の
使
命
感
が
強
け
れ
ば
短
い

程
、
園
家
樺
力
を
動
か
す
可
能
性
を
喪
っ
た
今
、
天
蓋
の
鞍
理
体
系
を
専
修
念
伸
。
先
臨
に
従
っ
て
改
塑
簡
約
化
し
、
彼
D
念
怖
に
劃
置
す
る

に
稿
題
口
唱
の
形
式
を
以
て
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
白
で
あ
b
o

目
蓮
は
と
の
事
件
を
轄
機
と
し

τ爾
後
屡
々
問
註
の
患
を
育
っ
て
居
り
、
最
澄
の
故
事
を
這
ひ
っ

L
、
天
塞
復
興
の
運
動
も
公
場
針
決
に
沿

い
て
決
ぜ
ん
と
意
窺
込
ん
で
居
る
（
開
店
鰍
翻
輔
さ
一
一
雨
期
輔
l
一
一
一
一
三
八
頁
、
）
。

問
註
は
政
治
的
行
震
の
最
も
具
体
的
な
も
D
で
あ
る
が
、
日
蓮
の
問
註
に
治
け
る
知
識
や
技
術
は
確
か
に
贋
博
な
も
の
が
あ
っ
た
だ
ら
う
と
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察
せ
ら
れ
、
公
場
針
決
に
つ
い
て
の
自
信
の
程
も
う
友
づ
け
る
。
例
へ
ぽ
文
永
六
年
に
は
問
註
得
意
紗
の
如
き
翼
蹟
現
存
の
遺
文
が
あ
り
、
首

時
の
間
註
の
具
体
的
扶
況
の
一
班
が
、
此
の
潤
立
の
一
篇
に
如
賓
に
物
語
ら
れ
て
h
M
－

P
、
政
治
史
法
制
史
上
白
一
費
料
と
も
な
り
得
ょ
う
（
叫

他
、
十
章
妙
六
七
八
一
良
、
四
保
金
吾
殿
御
返
事
一
五
四
五
頁
、
鎚
譲
矯
察
御
書
綴
プ
九
八
頁
、
J

伯

者

殿

御

返

事

績

プ

九

九

頁

等

に

も

、

開

設

の

事

が

み

え

て

居

る

。

」

斯
く
し
て
後
年
日
蓮
は
立
五
安
園
論
上
書
の
際
の
迫
害
巴
つ
い
て
、
「
寄
せ
た
る
者
も
科
な
く
て
、
大
事
の
政
遁
を
破
る
（
中
略
）
、
御
式

目
を
も
破
ら
る
る
蛾
」
（
午
一
均
一
一
一
一
時
）
、
「
詩
法
一
間
提
園
敵
の
法
師
原
が
議
言
を
用
ひ
て
共
事
を
不
排
」
左
右
な
く
大
事
た
る
政
遣
を
曲
け

ら
る
る
」
（
朋
）
な

E
と
、
撃
白
血
氷
山
山
地
頭
的
領
主
一
唐
で
あ
る
と
い
ふ
粧
合
階
層
に
も
よ
っ
て
は
居
る
が
、
そ
の
非
曲
に
罰
す
る
政
道
論
的
排

駁
を
貞
永
式
目
の
法
理
念
を
楯
と
し
て
開
陳
し
て
居
り
、
結
果
的
に
は
地
頭
的
領
主
層
に
劃
し
注
意
識
の
在
り
方
を
指
示
し
て
、
暗
に
日
蓮

の
幕
政
批
判
長
裏
の
震
を
な
し
て

20日
蓮
宗
主
層
把
握
の
一
因
で
も
あ
ら
う
（
鶴
一
一
設
理
京
佐
閥
、
一
瑚
刊
誌
紳
）
。

斯
く
し
て
嘗
て
の
東
僚
景
信
H
北
僚
重
時
と
の
問
註
抗
争
が
如
何
に
日
蓮
の
政
治
意
識
の
生
長
を
明
確
に
、
か
つ
筋
力
強
い
も
の
に
し
て
行

っ
た
か
と
い
ふ
事
、
及
び
そ
D
事
が
如
何
に
日
蓮
の
領
主
層
把
握
に
作
用
し
た
か
の
一
端
を
理
解
す
る
事
が
出
来
た
。

一
O
頁

i
一
一
一
良
新
均
衡
が
破
れ
、
皇
見
氏
の
勢
力
下
に
糾
合
せ
ら
れ
た
が
（
房
線
里
見

志
、
史
籍
雑
纂
一
ノ
一
一
二
ハ
頁
〉
、
天
正
年
聞
に
も
ま
だ
共
の
勢
力

拡
相
曾
頚
穴
で
あ
づ
た
ら
し
い
（
房
総
治
範
記
、
群
書
類
従
十
三
コ

8

そ
の
合
戦
の
兵
盤
的
な
絞
越
は
丈
永
一
万
年
の
薦
候
兵
衛
七
郎
殿
御
餐

五
二
四
頁
に
劇
的
祭
致
？
詳
し
《
越
ペ
て
居
る
。

9

清
澄
寺
は
安
昌
殿
闘
志
に
依
る
正
、
奮
俗
安
房
上
総
雨
簡
の
氏
寺
と
稀

し
、
紳
符
を
分
配
す
、
主
あ
る
か
ら
、
安
房
東
部
に
お
け
る
赫
傍
混

合
的
一
大
寺
院
で
あ
ヲ
た
ら
う
。
そ
の
所
属
の
完
旨
に
つ
い
て
は
清

水
胞
山
師
「
清
澄
山
宗
旨
考
日
蓮
翠
人
の
生
涯
」
所
牧
、
山
川
智

勝
博
士
「
活
澄
寺
宗
国
国
の
鑓
遜
と
北
ハ
の
寺
格
位
慨
を
考
ふ
」
日
蓮
翠

人
研
究
第
一
各
所
枚
。

註
－

餐
月
圭
吾
氏
「
封
建
時
代
前
期
の
産
業
経
済
」

日
本
史
講
座
所
牧
。

以
下
本
文
引
用
の
白
蓮
遺
文
及
び
頁
数
は
蜜
艮
閣
蔵
版
「
日
慈
雲
人

御

遺

文

」

に

依

る

。

、

山
中
武
雄
氏
「
源
義
朝
と
相
馬
御
厨
」
史
皐
研
究
六
ノ
一
。

井
上
光
貞
氏
「
大
化
改
新
」
一
六
頁
。

そ
の
他
、
吾
妻
鏡
文
治
三
＠
九
＠
『
一
十
七
、
同
建
久
元
・
『
一
・
二
十

『
一
‘
同
六
＠
七
・
ニ
十
四
等
。

佐
藤
抽
出
一
氏
「
鎌
倉
幕
府
守
護
制
度
一
の
研
究
」
五
八
貰
安
房
の
僚
に

は
守
護
の
設
慣
に
づ
い
て
、
所
見
な
し
、
主
あ
る
。

以
後
四
氏
の
勢
力
は
永
享
年
間
里
見
氏
の
勢
力
進
出
に

z
q
て
そ
の

2 3 4 5 6 7 

日
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-

' 

打
蓮
の
宗
教
の
成
立
及
び
怯
絡

日
蓮
は
、
何
れ
の
宗
の
一
元
楓
に
も
あ
ら
ず
と
い
ふ
信
念
か
ら
宗
教
活

動
を
行
づ
て
居
て
日
蓮
自
身
関
宗
意
識
は
無
〈
、
役
の
表
白
に
素
直

に
づ
い
て
ゆ
《
限

p
、
建
長
五
年
以
来
徹
頭
徹
尾
念
締
乃
至
良
言
排

撃
に
終
始
し
て
居
り
、
建
長
五
年
の
「
立
教
関
祭
」
な
る
も
の
の
本
質

は
貿
に
念
糠
排
翠
の
開
始
に
外
な
ら
ず
、
叉
同
時
に
そ
の
事
が
日
蓮

の
法
華
経
信
仰
確
立
の
端
緒
た
る
事
を
意
味
す
る

Q
音
無
長
三
蔵
品
世

六
四

O
頁
、
間
六
四
八
頁
、
阿
資
誘
法
滅
罪
妙
一

O
一一

O
頁
、
清
澄
寺

六
家
中
一
三
七
一
頁
、
日
女
御
前
御
返
事
一
七
＝
ご
＝
｜
三
四
頁
等
）
O

原
文
及
び
註
解
に
づ
い
て
は
、
築
住
一
一
妙
師
「
新
設
見
の
葱
俸
資

料
」
緩
紳
第
二
十
一
続
。

田
中
淳
一
一
氏
「
日
蓮
婆
人
の
法
翠
緑
色
殻
史
」
一

O
二
頁

日
蓮
自
ら
法
華
経
信
仰
確
立
の
時
期
を
、
弘
長
ご
年
の
四
恩
妙
に
は

「
法
一
挙
緩
を
殊
に
信
じ
ま
い
ら
せ
候
し
事
は
わ
づ
か
に
比
L
P
七
年
よ

り
ζ

の
か
た
也
」
〈
四
ニ

O
頁
〉
と
言
一
っ
て
傍
る
か
ら
忠
貨
に
滋
算

す
れ
ほ
建
長
七
年
か
康
一
邦
一
万
年
と
な
る
o
此
の
事
と
相
擦
じ
て
法
華

艇
を
唱
へ
る
、
即
ち
口
唱
す
る
と
い
ふ
事
の
見
へ
る
の
は
、
建
長
七

年
の
一
生
成
偽
紗
ハ
一
一
七
頁
〉
を
初
見
正
し
、
一
史
に
之
が
明
確
に

詮
表
し
て
あ
る
の
は
、
廃
元
元
年
の
問
肉
功
徳
妙
の
「
巡
回
を
摩
を

あ
げ
て
唱
へ
候
時
」
ハ
一
ご
九
頁
）
と
い
ふ
の
で
あ
る
o
建
長
五
年

が
全
き
意
味
で
の
法
華
経
信
仰
確
立
の
時
で
な
く
、
い
は
ほ
感
情
的

念
蹄
核
開
始
の
時
で
、
そ
の
確
立
は
右
の
年
次
に
あ
っ
た
邑
い
ふ
事

を
裏
書
す
る
す
る
も
の
で
は
な
か
ら
ラ
か
。

H

北
僚
重
時
俸
の
詳
細
に
づ
い
て
は
、
挑
裕
行
氏
校
訂
養
徳
一
枇
版
矢

理
問
書
館
本
六
波
羅
殿
御
家
訓
中
の
挑
氏
の
解
説
に
つ
く
さ
れ
て
辰

る
。
彼
の
信
仰
が
通
途
の
念
偽
に
る
づ
た
事
は
吾
妻
鏡
弘
長
元
年
十

10 ti 13 12 

セ
限

一
月
三
日
卒
去
の
僚
に
明
ら
か
で
あ
る
が
、
彼
の
宗
教
思
想
に
大
き

影
響
を
奥
へ
た
の
は
忍
従
菩
際
良
視
で
は
な
か
っ
た
か
と
忌
ふ
。
日

蓮
が
丈
永
二
年
の
翠
愚
問
答
紗
芳
、
良
掘
削
の
著
名
な
一
位
舎
救
済
事
業

が
執
権
政
治
の
寄
生
的
性
絡
を
も
ち
、
却
て
民
家
の
な
げ
き
に
な
っ

て
居
る
と
い
ふ
矛
盾
と
限
界
を
明
快
に
づ
い
て
居
る
の
は
（
五
間
五

頁
〉
日
蓮
製
品
原
信
・
重
時
＠
良
翻
棋
の
逮
鎖
関
係
の
中
に
理
解
出
来
ょ

う
o
猶
本
文
に
ゆ
叫
べ
て
居
る
領
家
と
の
抗
争
は
、
霊
時
と
鎖
中
本
と
の

、
産
接
抗
争
と
解
せ
ん
主
り
は
、
重
時
を
背
景
と
す
る
景
信
と
領
家
と

4

の
直
接
抗
争
と
見
た
方
が
安
賞
で
あ
る
と
思
ふ
o
そ
の
理
由
院
本
文

に
説

C
遇
穏
か
ら
明
ら
か
で
あ
ら
う
。

ゆ
上
横
手
殺
敬
氏
「
六
波
羅
探
題
の
成
立
」
ヒ
ス
ト
リ
ア
第
七
畿
の
附

一
表
一
、
二
o

m
佐
藤
議
一
氏
「
鎌
倉
幕
府
政
治
の
専
制
化
に
つ
い
て
」
竹
内
理
三
先

生
一
納
『
日
本
封
建
制
成
立
の
研
究
』
所
敗
。

佐
藤
議
一
氏
「
鎌
倉
幕
府
訴
訟
制
度
の
研
究
」
第
三
軍
。

中
国
探
氏
「
王
朝
時
代
の
荘
閣
に
闘
す
る
研
究
」
第
一
家
第
一
節
『
荘

閣
の
研
究
恒
所
攻
。

山
川
智
藤
博
士
「
日
蓮
翠
人
体
十
時
帥
」
、
鈴
木
智
好
削
「
日
蓮
翠
入
、

御
系
識
の
研
究
」
棲
紳
第
一
一
十
二
続
、

清
水
三
男
氏
「
日
本
中
世
の
村
務
」
第
一
部
第
一
章
第
三
節
。
石
母

田
正
氏
「
古
代
末
期
の
政
治
泡
程
お
主
ぴ
政
治
形
態
」
ハ
上
）
第
二
寧

第
二
節
等
。

日
蓮
滅
後
三
十
六
年
の
文
保
二
年
の
「
鎌
倉
殿
中
問
答
記
録
」
に
は
、

法
の
教
理
は
”
と
う
正
も
あ
れ
御
港
の
法
門
は
鍛
治
番
匠
の
様
な
る
云

甲
斐
な
き
品
唱
と
そ
信
ず
れ
、
甲
斐
々
政
人
は
信
ぜ
ず
〈
史
籍
集
覧
一
一

18 17 19 20 21 
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十
七
ノ
三
七
七
頁
）
と
あ
り
、
日
蓮
宗
の
蛍
時
に
お
け
る
信
徒
構
成
を

物
語
る
も
の
で
あ
る
o
室
町
時
代
に
は
京
都
町
衆
の
信
仰
は
日
蓮
宗

を
中
核
と
し
て
形
成
さ
れ
る
が
、
之
も
悶
惑
の
祈
鰭
信
仰
と
名
主
的

立
場
の
開
展
の
線
上
に
k
ら
へ
ら
れ
主
ラ
o
豊
田
武
民
「
日
本
商

人
史
」
中
世
鴛
第
二
篤
第
一
節
o
高
坂
好
民
「
寺
領
荘
闘
の
特
質
」

歴
史
事
研
究
七
ノ
五
。
林
犀
辰
三
郎
民
「
中
険
文
化
の
基
調
」
川
。

村
山
修
一
民
「
日
本
都
市
生
活
の
源
流
」
本
籍
第
九
章
。

二
、
日
蓮
に
お
け
る
政
治
意
識
の
展
開

23 公
舟
崎
正
孝
民
「
法
然
数
成
立
の
陸
奥
的
背
景
」
ヒ
ス
ト

P
ア
第
六
銃
。

猶
臓
の
「
頼
朝
の
時
代
」
が
日
蓮
の
念
偽
排
撃
の
企
闘
を
支
へ
る
時

代
的
根
擦
吃
あ
る
事
は
、
日
蓮
の
料
紙
信
仰
〈
新
尼
御
前
御
返
事
一

O
九
二
頁
等
）
が
頼
朝
の
そ
れ
ハ
永
原
慶
二
民
「
中
世
の
晶
体
界
観
」

日
本
歴
史
講
座
第
三
容
所
引
税
所
代
替
議
文
書
等
）
と
相
膝
ピ
て
居

る
事
と
も
深
い
関
聯
が
あ
る
。

田
村
閤
澄
民
「
悪
人
豆
機
訟
の
成
立
」
史
事
雑
誌
六
十
一
ノ
十
一
。

以
上
白
蓮
明
・
領
家
の
方
人
と
し
て
名
主
の
立
場
か
ら
地
頭
排
撃
の
奉
に
出
で
、
市
も
そ
の
地
頭
景
信
の
政
治
的
背
景
た
る
北
傑
政
棋
に
劃

し
、
ニ
闘
の
堂
々
た
る
政
治
論
策
で
も
あ
り
、
か
つ
は
幕
府
樺
力
を
遁
し
て
念
伸
排
撃
を
意
闘
す
る
立

E
安
圏
論
を
献
上
し
て
失
敗
し
た
経
過

を
D
ぺ
、
そ
の
敗
北
白
裡
か
ら
日
蓮
予
知
何
に
政
治
意
識
を
醗
酵
さ
せ
て
行
っ
た
か
の
一
端
を
み
た
白
で
あ
る
が
、
比
D
際
日
蓮
の
地
頭
排
撃

が
即
念
悌
排
撃
の
形
を
と
っ
て
居
る
事
は
甚
だ
注
目
す
べ
き
事
偽
酷
で
あ
る
と
思
ふ
、
安
易
な
類
似
性
白
指
摘
は
厳
に
つ

L
し
む
べ
き
で
あ
る

る
白
で
あ
る
。

が
、
富
農
層
の
立
場
か
ら
キ
シ
グ
メ
イ
カ
l
た
る
南
調
フ
ッ
ガ
l
h
裁
の
高
利
貸
資
本
に
劃
抗
し
て
行
っ
た
か
の
ル
グ
l
の
姿
を
類
想
さ
せ
ら
れ

日
蓮
の
地
頭
排
撃
即
念
悌
排
撃
の
事
象
に
闘
し
て
、
直
接
的
に
は
、
念
締
攻
撃
の
故
に
再
一
一
一
迫
害
を
被
っ
た
既
往
の
宗
教
経
験
を
回
顧
す
る

際
、
日
還
の
閥
貼
は
常
に
専
修
念
怖
と
地
頭
＠
名
主
の
結
び
付
き
に
住
が
れ
て
尉
り
、
日
蓮
白
地
頭
排
撃
と
念
怖
排
撃
と
は

E
に
同
義
国
持
語
の

関
係
に
立
っ
て
居
る
。
日
蓮
は
己
を
迫
害
す
る
者
に
つ
い
て
弘
安
三
年
に
「
或
は
一
向
念
働
者
な
る
者
は
、
父
母
の
か
た
き
主
君
の
か
た
き
宿

世
の
か
た
き
の
や
う
に
の
L
し
旬
。
、
村
主
郷
主
闘
主
等
は
謀
叛
の
者
の
ご
と
く
あ
だ
ま
れ
た
り
」
（
諸
刊
一
一
誠
一
息
）
と
回
想
し
て
居
り
、
伊
豆

流
罪
の
折
に
は
「
か
か
る
地
頭
高
民
日
蓮
を
に
く
み
ね
だ
む
事
鎌
倉
よ
り
も
す
ぎ
た
り
」
（
鰍
龍
一
一
一
羽
酷
）
と
地
頭
の
迫
害
を
殊
に
痛
感
し
て

目
慈
の
宗
教
の
成
立
及
び
性
格

七
五
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日
蓮
の
宗
教
の
成
立
及
び
性
格

七
六

居
る
o
更
に
「
第
一
白
か
た
き
は
園
主
並
抑
制
一
郷
等
地
頭
領
家
寓
民
等
協
」
（
輔
北
湘
一
諸
問
）
或
は
佐
渡
流
罪
の
折
。
苦
難
な
生
活
を

殺
し
て
は
、
「
預
り
た
る
名
人
主
等
は
会
主
云
ひ
、
父
母
の
敵
よ
り
も
惑
げ
に
あ
り
し
に
」
（
一
吋
以
唯
一
問
委
）
と
も
‘
「
地
頭
地
頭
、
念
俳
者
等

白
蓮
州
庵
s
遂
げ
山
霊
夜
に
立
ち
そ
ひ
て
、
か
よ
う
え
も
あ
る
を
ま
ど
わ
さ
ん
と
せ
め
」
（
肝
開
制
柑
一
切
線
開
一
一
一
寸
芯
問
、
）
な
E
と
述
べ
て
居

り
、
蒙
古
引
来
襲
し
て
来
た
な
ら
ば
「
此
の
手
は
先
イ
佐
渡
の
島
に
付
て
地
頭
守
護
を
ば
須
突
に
打
殺
し
」
（
一
設
諸
問
委
）
て
了
ふ
で
あ
ら

ふ
と
迄
き
一
っ
て
居
る
。
日
蓮
の
頭
。
中
に
は
常
に
、
名
主
・
地
頭
即
念
働
者
と
い
ふ
割
立
者
白
意
識
が
往
来
し
て
居
た
事
が
分
る
（
ふ
較
的
側
M
判断

遜
六
八
六
頁
、
佐
渡
J
0

・

働
委
八
三
三
頁
等
」

此
白
念
悌
排
撃
H
地
頭
の
迫
害
と
い
ふ
幌
離
か
ら
日
蓮
は
念
悌
興
行
の
経
慎
的
基
礎
を
分
訴
し
、
山
門
白
蜜
搬
を
憂
へ
て
居
る
。
即
ち
嘗
て

と
も
、

の
山
門
は
「
圏
主
寄
圃
郡
郷
田
明
暗
燈
燭
ヘ
地
頭
・
充
＝
田
園
－
以
備
昌
供
養
こ
と
い
ふ
威
容
を
誇
っ
て
底
た
の
で
あ
る
が
、
今
や
そ
れ
ら
は
法
然
。

選
揮
に
依
っ
て
念
悌
宗
門
の
矯
に
麗
質
風
化
し
て
来
た
の
で
あ
る
（
一
一
一
帯
一
帯
一
一
一
恥
）
。
そ
の
監
閉
そ
日
蓮
は
具
体
制
に
「
傍
教
諮
問
党
等
の
事

跡
あ
り
、
す
た
れ
る
ば
ふ
れ
E
J
S
念
悌
堂
に
あ
ら
や
と
い
ひ
て
す
て
ゐ
き
て
、
そ
の
か
た
は
ら
に
あ
た
ら
し
く
念
怖
堂
を
つ
く
り
、
御
寄
進
。

田
昌
を
と
り
て
念
悌
堂
に
よ
す
」
（
僻
融
政
調
心
尚
一
般
）
と
説
く
。
又
「
さ
れ
ば
後
世
を
願
は
ん
人
人
は
叡
山
東
寺
一
関
城
七
大
寺
等
の
日
本
一

州
の
諸
寺
開
山
の
御
蹄
依
を
と

εめ
て
、
彼
寺
山
に
ょ
せ
を
け
る
田
昌
郡
郷
を
う
ば
い
と
て
念
僻
堂
に
つ
け
ば
、
決
定
往
生
甫
無
阿
繭
陀
怖
と
J

す
L

め
げ
れ
ば
、
我
朝
一
同
に
其
の
義
に
な
り
て
今
に
五
十
蝕
勾
J

な
り
」
（
瑚
写
一

Jr
訪
問
）
、
と
山
門
の
忠
質
生
保
興
者
の
窯
識
と
、

排
撃
即
念
悌
排
撃
の
基
賠
か
ら
念
悌
山
敢
行
の
経
慎
的
根
躍
を
分
訴
し
て
居
る
D
で
あ
る
。

先h

頭

国首
鍾姓此
す室与の
る申奮
下肢悌
層／」＼敬
農警高位

民主需側
でハヱの
は」ご〉回
あ.tx 畠
る .ir IB 
ま.tr. 予鶴
＂；見を
ら奪

t.; I革
主君主 4つ
f て
！、念、

鎌悌
倉堂
時に
正子 てコ

特け
有‘得
0 也

慢者
性’は
的ー
天例
jイへ

王lliぽ
襲警
に習
う フじ
ち年
／ひ十

し月
が廿
れ八
、日

野五
地野
頭山
御領
家組
入伊
の幽

牧野
奪 m
に庄

か
つ
叉
此
白
地
頭
的
領
主
層
と
念
悌
信
伸
の
抱
合
関
係
に
つ
い
て
注
意
す
べ
き
は
、
専
修
念
悌
が
下
層
農
民
に
受
容
さ
れ
て
反
古
代
的
性
格
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仲
間
宮

を
露
は
に
し
地
頭
と
白
一
階
級
的
封
立
主
費
す
事
で
‘
此
白
地
頭
の
念
働
信
仰
は
、
地
頭
的
領
主
制
が
既
に
十
分
展
開
を
見
せ
た
白
蓮
賞
時
の
鎌

倉
中
期
に
な
る
と
、
下
層
漫
民
の
専
修
念
怖
に
劃
し
、
親
露
な
E
D
「
念
山
怖
を
止
め
ん
と
す
る
所
の
領
家
・
地
頭
・
名
主
」
〈
糊
結
均
一
一
境
問
）

と
し
て
立
現
は
れ
て
居
る
。

B
蓮
が
名
主
的
立
場
に
立
つ
限
り
ハ
勿
論
、
麗
汎
危
脅
態
と
布
鞍
活
動
に
よ
り
、
と
の
立
場
か
ら
湖
戎
脱
皮
し
て
行
く
v
、
中
小
名
主
管
の
調

位
置

立
と
い
ふ
領
主
制
内
部
の
矛
盾
の
展
開
に
伴
ふ
日
蓮
D
地
頭
排
撃
の
組
上
、
そ
の
念
僻
排
撃
と
相
侯
っ
て
、
日
蓮
に
劃
す
る
地
頭
の
階
級
的
迫

警
が
更
に
額
著
陀
加
増
さ
れ
て
く
る
の
は
営
然
で
あ
ら
う
。

”na宮

信
何
の
問
題
は
ナ
ポ
レ
オ
Y
が
一
八

O
六
年
に
言
っ
た
言
葉
の
様
に
「
宗
教
と
は
佑
肉
D
紳
秘
で
は
な
く
位
台
秩
序
D
秘
密
」
で
あ
か
、
そ

陸
軍

れ
が
新
し
い
，
階
級
の
一
契
機
と
し
て
受
容
さ
れ
る
場
合
巴
は
1

特
に
複
雑
な
政
治
問
題
に
轄
化
す
る
。
法
然
・
親
鷲
の
紳
眠
不
拝
の
問
題
等
そ

の
例
で
彪
る
が
、

E
蓮
の
場
合
弘
安
二
年
の
熱
風
法
難
の
際
に
一
万
さ
れ
た
、
駿
河
に
お
け
る
御
内
の
領
主
活
と
日
蓮
の
信
徒
農
民
と
白
聞
の
劃

M
U

－－
 

抗
関
係
の
如
き
、
そ
の
願
箸
な
事
例
で
あ
ら
’
引
。

建
長
年
間
日
蓮
D
宗
教
活
動
開
始
期
広
治
け
る
安
一
房
で
の
名
主
的
立
場
か
ら
す
る
地
頭
と
D
抗
争
と
、
弘
安
二
年
宗
教
活
動
の
閉
幕
期
に
治

け
ろ
駿
一
測
で
の
御
内
の
領
主
厨
と
日
蓮
白
信
徒
農
民
（
割
M
恥
制
輔
諸
規
財
共
」
）
と
の
劉
抗
白
此
の
前
後
の
二
事
象
は
異
質
D
現
象
で
は
な

い
。
そ
と
に
日
蓮
が
叡
山
の
傍
統
性
や
樺
威
主
政
治
構
カ
を
遁
し
て
再
確
認
せ
し
め
、
か
つ
は
園
敬
化
せ
ん
と
意
圃
し
つ
L
も
、
念
例
・
排
撃
の

進
展
、
法
華
信
仰
分
深
化
に
伴
っ
て
、
以
上
の
契
因
か
ら
日
蓮
自
ら
直
接
の
布
教
謝
裁
と
は
考
へ
て
居
な
か
っ
た
農
民
H
直
接
生
産
者
や
就
中

中
小
名
主
級
の
武
士
層
を
把
握
し
て
行
っ
た
事
情
明
窺
へ
る
と
思
ふ
。

日
蓮
り
か
か
る
地
頭
排
撃
。
立
場
は
、
や
が
て
地
頭
を
羽
翼
と
す
る
鎌
倉
幕
府
そ
の
も
の
の
政
治
的
動
向
に
封
す
る
批
判
に
迄
生
長
し
て
ゆ

陸
T

。
，《、
白
蓮
D
政
治
意
識
は
「
法
華
経
を
以
て
園
土
を
新
ら
ば
上
一
人
よ
り
下
寓
民
に
至
る
ま
で
悉
く
悦
び
柴
え
給
ふ
べ
き
鋸
護
園
家
の
大
白
法

日
蓮

ω祭
政
の
成
立
及
び
性
格

七
七

 

・" 

,.; 

てと
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日
蓮
の
宗
敬
の
成
立
及
び
性
格

也
」
（
謹
一
認
賊
悌
一
妙
）
「
雲
仙
は
な
く
閤
土
ま
で
と
と
そ
を
も
ひ
て
候
へ
」
（
鴫
一
箱
一
般
職
）
と
い
ふ
天
台
D
古
風
に
則
っ
た
鎮
護
園
家
の
思
強

の
系
列
に
一
際
つ
ら
な
っ
て
居
る
が
、
特
に
生
産
関
係
の
矛
盾
封
立
の
政
治
的
反
映
に
つ
い
て
、
寸
或
依
二
子
園
玉
二
小
ν
知
’
民
衆
歎
と

（
一
一
一
議
一
服
論
）
、
「
汝
須
官
思
・
一
身
之
安
堵
－
者
四
表
之
静
誼
A

者
蛾
」
（
一
治
崎
潤
諭
）
と
蛍
代
の
民
衆
の
苦
悩
を
認
識
し
て
汎
人
間
愛
的
解
放

の
志
向
を
も
ち
、
よ
し
そ
れ
が
前
購
信
仰
優
位
の
故
に
判
断
中
止
的
挫
折
を
み
せ
る
と
は
い
へ
、
既
に
民
族
的
観
念
の
萌
芽
さ
え
見
ら
れ
、
首

代
に
沿
け
る
領
主
制
的
世
界
の
狭
溢
な
世
界
翻
を
遥
か
に
超
へ
た
政
治
意
識
の
展
開
が
理
解
一
さ
れ
る
。
そ
れ
は
又
一
一
間
銀
護
闘
家
思
想
即
ち
王

法
働
法
相
即
の
論
理
を
一
搬
的
前
提
と
し
つ
L
も
、
鎌
倉
時
代
通
有
の
働
法
至
上
主
義
（
鍔
ト
…
桜
町
一
一
一
一
晴
、
一
叫
賊
）
的
見
地
か
ら
の
園
家
批

判
政
治
批
判
に
も
由
来
し
て
居
ょ
う
が
、
既
述
。
如
き
地
頭
景
信
と
の
抗
争
か
ら
繰
り
出
さ
れ
た
名
主
的
立
場
か
ら
す
る
政
治
意
識
に
し
て
始

七
八

， 

め
て
右
様
の
向
日
性
と
普
遍
性
を
獲
得
し
え
た
も
の
だ
と
思
ふ
。

日
蓮
の
此
の
政
治
意
識
を
き
b
だ
た
せ
て
ゆ
く
幕
府
政
治
の
動
向
は
、
蒙
古
襲
来
（
日
蓮
D
念
師
排
撃
か
ら
虞
言
排
撃
へ

D
縛
期
）
を
契
機

に
急
速
に
穣
貌
し
て
来
る
。
即
ち
奉
国
防
衛
の
体
制
下
記
、
西
圏
D
本
所
領
の
武
士
農
民
b
L
動
員
し
て
、
幕
府
の
一
元
的
支
聞
を
賞
現
ぜ
ん
と

し
、
山
腸
山
陰
九
州
等
D
諸
園
に
北
保
氏
得
宗
及
び
一
門
の
守
護
職
獲
得
が
大
巾
に
増
大
し
、
就
中
得
宗
白
一
元
的
統
制
乞
加
へ
、
得
宗
専
制

。
賞
現
を
圃
る
と
い
ふ
封
建
制
強
展
白
方
向
巳
阻
止
的
作
用
を
行
っ
て
偉
統
的
豪
族
・
御
家
人
層
D
離
反
相
櫨
ぐ
原
岡
を
な
し
、
此
の
現
象
民

封
醸
し
て
、
幕
府
御
家
人
の
庶
子
分
立
の
傾
向
は
惣
領
制
。
解
体
を
推
進
し
、
中
小
名
主
層
白
調
立
化
と
い
ふ
基
本
的
万
向
の
進
展
を
見
、
か

陸
8

く
て
名
主
を
中
心
と
す
る
在
地
の
一
構
造
白
費
貌
は
そ
白
上
に
立
つ
領
主
階
綾
の
行
動
を
も
規
定
す
る
も
の
と
な
っ
て
行
っ
た
。

此
D
幕
政
白
展
開
に
相
臆
じ
っ
L
日
蓮
の
他
宗
排
撃
は
、
初
期
の
念
柿
・
排
撃
か
ら
漸
次
そ
の
主
力
を
真
言
排
撃
に
移
行
し
、
日
蒙
問
題
危
機

と
し
て
文
永
六
年
頃
か
ら
良
一
言
排
撃
の
言
論
が
一
見
へ
続
品
川
、
木
氷
八
年
龍
ロ
法
離
に
際
し
て
は
明
ら
か
に
員
一
号
一
同
排
撃
の
態
勢
に
入
り
（
齢
浦
湖

恥
）
、
教
理
的
に
は
法
華
D
ニ
乗
作
悌
D
立
場
か
ら
提
言
宗
の
印
・
真
言
を
破
し
、
加
ふ
る
に
日
蓮
掲
自
の
史
観
か
ら
、
民
言
と
政
権
と
の
「

謹
著
於
本
人
」
の
悪
し
き
野
合
闘
係
を
歴
史
的
に
暮
し
て
（
報
酬
酬
を
韻
・
通
＝
唐
辛
一
一

4
5一
一

語

奪

三

聞

報

金

〉
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蒙
古
来
D
今
、
法
華
経
信
仰
の
み
に
よ
ヲ
て
園
土
の
災
危
を
嬢
ひ
得
る
と
主
張
す
る
。
日
蓮
D
博
道
の
志
向
が
主
と
し
て
矯
政
者
に
向
げ
ら
れ

て
居
る
所
か
ら
、
必
然
的
広
曲
家
古
来
意
の
封
策
と
し
て
の
民
営
ロ
新
一
陽
子

Z
排
撃
。
主
力
を
詑
ぞ
結
果
と
な
っ
た
の
で
あ
り
（
菜
一
位
て

そ
の
放
に
日
蓮
の
毘
言
排
撃
は
形
を
費
へ
た
幕
政
批
判
の
姿
を
と
Q

て
居
る
。

斯
く
し
て
蒙
古
来
襲
を
一
轄
機
と
し
、
真
言
排
撃
に
よ
る
佐
渡
流
罪
中
の
宗
教
内
内
省
の
深
佑
、
及
び
幕
政
の
展
開
に
伴
ふ
中
小
名
主
層
白

調
立
、
得
宗
専
制
の
出
現
に
よ
る
、
日
蓮
白
布
鞍
封
象
の
基
盤
で
あ
っ
た
武
士
層
の
幕
府
か
ら
D
漸
攻
離
反
、
自
立
性
宮
高
ゐ
て
ゆ
く
悪
黛
の
・

動
向
等
の
諸
事
象
の
線
上
に
‘
日
蓮
は
自
ら
の
政
治
意
職
を
昂

b
、
そ
の
幕
政
批
判
の
鋭
鋒
は
益
A

と
ぎ
す
ま
さ
払
て
く
る
の
で
あ
る
。

即
ち
他
民
排
斥
、
支
族
塵
迫
の
結
果
の
1
u
上
っ
て
き
た
得
宗
政
権
の
出
現
に
随
伴
す
る
幕
府
政
治
D
不
安
、
’
艶
立
・
内
証
の
激
成
を
背
景

に
、
日
蓮
は
と
の
専
制
化
の
現
銀
を
、
費
治
の
合
職
、
時
輔
＠
時
章
の
叛
風
等
に
印
し
つ
L
文
永
十
年
に
は
既
に
「
此
雨
コ
一
年
が
問
。
一
乱
政
は

先
代
に
も
き
か
歩
法
に
過
て
こ
そ
候
へ
」
（
側
J
H
簿
一
…
諸
問
）
と
趨
確
に
指
摘
し
て
自
国
仲
叛
逆
乱
の
経
文
の
韓
鏡

ι照
合
し
、
そ
と
か
ら
生
歩

る
深
一
刻
な
御
家
人
の
政
治
的
不
安
を
法
華
経
信
仰
白
根
基
に
還
元
解
消
せ
ん

ιして
居
る
（
唯
唯
一
謹
一
）
。

勿
論
営
代
白
下
拙
上
、
誘
法
、
災
具
、
飢
政
の
原
悶
は
日
蓮
の
法
華
至
上
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
「
常
D
政
道
の
相
違
と
世
聞
の
誤
謬
よ
り
出

来
せ
る
に
は
あ
ら
歩
、
定
て
働
法
よ
り
事
起
る
」
（
4
叫
一
切
附
臨
）
の
で
あ
り
、
そ
の
解
決
が
信
仰
と
い
ふ
人
聞
の
内
的
能
力
に
系
げ
ら
れ
て
居

る
D
は
宗
教
者
と
し
て
嘗
然
白
票
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
ヲ
現
賓
に
自
己
の
布
教
の
地
盤
で
あ
る
御
家
人
層
＠
中
小
名
主
級
武
士
層
等
の
政
治
的

動
向
に
劃
し
て
日
蓮
は
如
何
な
る
批
判
と
賓
践
と
の
展
望
を
典
へ
て
居
る
の
で
あ
ら
う
か
。

日
蓮
は
初
期
封
建
制
の
現
質
”
を
深
く
認
識
し
て
居
P
、
「
地
頭
領
－
護
す
も
又
村
郷
郡
園
の
主
な
り
、
し
か
れ
E
も
大
王
に
は
あ
ら
さ
（
翻

一
一
諸
一
）
と
、
鎌
倉
時
代
一
明
主
制
の
内
包
す
る
封
鎖
性
、
孤
立
性
の
客
観
的
認
識
は
勿
論
、
「
鎌
倉
の
御
家
人
等
の
御
知
行
所
一
棋
の
地
頭
或
は

一
町
二
町
な
れ
E
も
皆
故
大
将
家
の
押
岡
部
也
」
（
脚
唱
歌
謙
一
）
「
輝
一
輝
知
る
な
ら
ば
半
郷
は
父
D
た
め
半
郷
は
妻
子
容
一
局
を
や
L
な
ふ
ペ

し
。
我
命
一
は
事
出
き
た
ら
ば
上
に
ま
い
ら
せ
候
ペ
し
」
（
議
諸
問
事
）
と
御
一
恩
と
奉
公
の
封
建
体
制
に
麗
す
ぺ
き
封
建
道
徳
を
強
〈
高
唱
さ

日
蓮
の
宗
敬
の
成
立
及
び
性
格

七
九

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



日
蓮
の
祭
教
の
成
立
及
び
性
格

八

O

へ
し
て
居
る
夕
、
翌
吉
政
情
動
向
及
び
「
玉
一
地
に
生
た
れ
ば
身
”
を
ば
随
へ
ら
れ
た
て
ま
つ
ら
や
」
（
錯
誌
に
生
羽
一
一
ヨ
間
像
）
平
此
日
本

園
は
響
迦
悌
D
御
領
地
」
（
理
一
蹴
鞠
畑
一
献
畑
一
一
生
一
一
恥
）
「
を
や
を
を
も
ひ
所
領
を
払
へ
り
み
る
と
と
た
か
れ
」
（
鵬
日
銀
一
傭
一
回
一
一
一
一
戸
山
一
一
一
問
、
）

と
い
う
働
法
至
上
・
法
華
最
勝
の
立
場
か
ら
信
徒
御
家
人
の
生
活
を
「
わ
づ
か
の
小
郷
k
b
L
ぼ
く
の
公
事
せ
め
に
あ
て
ら
れ
て
、
わ
が
身
は
の
る

べ
き
馬
な
し
、
妻
子
は
ひ
き
か
か
る
べ
き
衣
な
し
」
（
一
蒜
識
調
一
跡
事
）
と
、
時
頼
七
近
臣
の
一
人
で
得
告
示
被
宮
中
の
要
人
で
あ
っ
た
南
保
七
郎

（
埼
4
4
4刊
店
元
・
）
の
子
息
上
野
殿
南
保
七
郎
次
郎
時
光
（
釧
唯
一
時
一
元
・
）
に
つ
い
て
、
そ
の
公
一
事
一
煩
多
を
慨
歎
し
、
そ
の
公
事
煩
多
と
所
領
の
狭

少
性
、
分
割
相
観
（
蛾
一
環
器
一
一
五
唯
一
献
納
大
石
寺
）
か
ら
く
る
御
家
人
の
深
刻
な
経
済
的
不
安
定
性
に
基
く
蹟
汎
な
政
治
的
動
揺
を
法
事
信

仰
に
牧
東
し
て
観
念
的
安
定
性
を
奥
野
へ
、
結
果
的
に
は
、
御
家
人
層
の
幕
府
に
劃
す
る
批
判
を
助
長
せ
し
め
て
居
る
。
か
つ
日
蓮
は
か
L
る
批

判
と
信
仰
を
基
礎
に
、
自
己
の
孝
艇
や
貞
観
政
一
塁
守
の
皐
習
か
ら
く
る
猫
闘
の
儒
教
的
政
治
思
想
を
媒
介

ι司
（
唯
一
地
訪
問
）
・
貞
永
式
自
主

史
観
主
す
る
法
意
識
に
よ
っ
て
（
一
一
回
一
服
週
一
時
一
本
一
誌
頭
十
一
一
時
点
一
一
ト
一
一
一
）
、
首
代
の
武
士
の
聞
に
再
生
し
始
め
て
来
た
、
律
令
制
政
治
O

箆
日

基
本
的
理
念
た
る
儒
歌
的
善
政
思
想
（
そ
れ
は
絶
え
歩
古
代
帝
闘
的
政
治
思
想
へ

D
逆
行
の
危
機
を
字
む
〉
に
息
吹
を
興
へ

J
地
頭
樺
の
内
容

が
階
級
未
成
熟
の
故
に
法
文
と
し
て
規
定
さ
れ
る
事
な
く
、
政
情
的
批
判
と
宜
践
の
明
確
さ
を
欠
く
此
等
宮
木
、
太
田
、
下
山
－
本
間
等
の
領

陸

m

主
層
に
現
棋
打
破
の
政
治
的
見
透
を
典
へ

τ居
る
。
日
蓮
の
異
常
な
程
の
宗
教
的
霊
感
と
相
侯
ち
此
の
政
治
思
想
を
考
ふ
れ
ば
、
か
の
法
華
取

住
民

要
紗
等
に
み
ら
れ
る
南
北
朝
内
乱
。
強
富
一
高
々
の
如
き
P

奇
と
す
る
に
足
る
ま
い
。

・
斯
く
て
日
蓮
の
幕
政
批
判
は
、
抑
制
朝
、
時
頼
d

時
宗
等
の
側
人
的
需
政
者
に
劃
し
て
は
、
そ
O
他
宗
排
撃
を
比
等
樺
力
を
遁
L
て
震
現
せ
ん

と
金
幽
す
る
所
か
ら
、
終
始
多
分
に
好
意
的
で
あ
る
が
（
織
間
前
唯
一
器
官
碍
一
一
舵
紅
閥
、
一
誠
．
誠
一
時
一
）
、
幕
政
が
得
宗
政
治
よ
り
御
内
政
治
に
饗

質
し
、
御
内
政
権
と
熱
原
法
離
に
沿
い
て
衝
突
す
る
に
及
ん
で
は
、
そ
D
批
判
は
激
烈
を
極
め
る
。

即
ち
弘
安
二
年
に
は
営
時
の
樺
整
合
を
「
平
等
も
撃
す
も
」
（

4
d哨
唯
一
同
）
ど
適
確
に
把
撞
し
て
弘
安
八
年
の
霜
月
騒
動
に
至
る
得
宗
被
官

ハ
御
内
V

と
安
達
氏
を
頂
賭
と
す
る
た
御
家
人
と
の
無
無
味
な
艶
立
を
見
抜
M
て
居
り
、
就
中
と
の
得
宗
被
官
。
最
高
要
人
た
る
卒
頼
綱
に
封
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し
て
は
「
嘗
時
天
下
之
棟
梁
也
」
（
か
諸
問
書
）
と
御
内
政
治
の
政
権
の
究
極
白
所
伝
を
つ
か
ん
で
居

p
、
そ
D
故
に
得
宗
政
樺
の
専
制
化
、

院
H

乃
至
そ
の
必
然
的
所
産
と
し
て
白
押
内
政
治
の
腐
敗
に
謝
し
て
は
忌
嘩
な
く
之
を
剥
扶
し
て
居
る
。

即
ち
時
宗
の
御
内
に
つ
い
て
「
師
子
の
中
の
む
し
の
師
子
主
食
う
し
な
ふ
や
う
に
、
守
肢
の
御
を
ん
に
て
す
ぐ
る
人
人
が
守
殿
の
栂
戚
を
か

り
て
一
切
の
人
人
を
を
ど
し
な
，
や
ま
し
わ
づ
ら
は
し
候
」
（
職
情
論
議
一
賜
）
と
虎
の
威
を
か
る
横
暴
振
り
を
越
ペ
て
、
破
局
的
危
機
に
立
つ
腐

敗
政
治
の
本
質
を
つ
き
「
わ
づ
か
の
日
本
闘
な
れ
ど
も
さ
が
み
殿
？
ヲ
ち
の
も
の
と
申
す
を
ば
さ
う
な
く
治
そ
る
る
事
候
」
（
認
滞
情
町
立
）

「
か
へ
す
が
ヘ
ナ
奉
行
人
に
へ
つ
ら
ふ
け
し
き
な
か
れ
」
（
制
唯
一
雄
一
議
瑚
返
）
1
C
越
ぺ
て
日
蓮
は
、
そ
の
政
治
一
世
舎
の
動
向
に
劃
す
る
す
ぐ
れ

て
鋭
敏
な
感
魔
と
武
士
的
精
紳
及
び
法
華
至
上
主
義
D
且
事
な
融
即
の
立
場
か
ら
、
御
内
政
治
が
樺
力
形
態
と
し
て
腐
敗
の
危
機
を
字
む
破
局
，

的
性
格
を
も
の
も
の
で
あ
る
限
り
、
決
し
て
恐
る
る
に
足
ら
な
い
所
以
．
を
説
い
て
居
る
。

然
し
斯
様
に
折
角
質
汎
な
民
族
的
動
向
。
胎
動
に
椋
し
、
卓
越
し
た
政
治
的
感
葺
を
以
て
信
徒
領
主
層
へ
の
政
治
的
指
示
b
也
容
蒙
作
用
的
に

興
へ
る
事
の
出
来
た
日
蓮
も
、
人
民
一
般
が
制
約
さ
れ
て
居
る
賞
時
D
経
済
関
係
の
未
殻
展
、
領
土
の
分
散
性
・
封
鎖
性
主
観
念
的
に
は
超
出

し
得
て
も
？
現
賓
に
は
そ
れ
を
克
服
す
る
事
は
不
可
能
で
あ
り
、
加
之
日
蓮
自
身
王
法
働
法
相
即
の
天
蓋
教
事
官
一
念
信
解
D
唱
題
思
想
に
昇

華
さ
せ
て
も
、
夫
は
迭
に
思
想
休
系
の
セ
ク
ト
化
を
も
た
ら
す
結
果
と
な
り
、
・
か
つ
は
園
家
権
力
を
諸
宗
排
撃
に
動
員
す
る
事
の
絶
望
的
確
認
／

か
ら
く
る
孤
立
感
と
相
侠
ち
、
武
士
階
級
の
古
代
政
樺
に
劃
す
る
安
協
的
性
格
の
放
に
日
蓮
の
政
治
的
展
望
の
基
礎
は
寸
王
白
門
守
D
犬
二
疋

（
源
平
ニ
氏
V

」
（
．
士
一
一
議
議
事
）
と
い
う
古
代
天
皇
制
的
政
治
思
想
伊
良
一
醸
せ
ぎ
る
を
得
な
い
結
巣
と
な
っ
た
の
で
あ
る
（
噌
一
論
臨
時
一
）
。

而
し
て
そ
の
指
す
所
の
も
の
は
古
代
天
皇
制
の
反
革
命
と
し
て
の
南
北
朝
内
蹴
で
あ
っ
た
。

松
田
、
智
雄
民
『
「
近
代
」
の
奥
的
構
造
諭
』
第
エ
編
、
一
一
、

岡
村
岡
澄
民
「
専
修
念
備
の
受
容
遜
稜
」
歴
史
皐
研
究
一
五
回
。

永
原
慶
『
一
民
「
日
本
広
お
砂
る
封
建
図
家
の
形
態
」
園
家
権
力
＠
踏

段
階
十
一
枚
。

醤
2 1 

岡
邦
雄
民
「
祭
政
H
科
事
闘
争
の
本
質
」
国
土
昭
和
一
一
十
ニ
年
四
月

第
二
強
所
校
。

涜
母
岡
正
民
「
中
世
的
世
界
の
形
成
」
一
二
ハ
六
頁
。

高
木
農
民
「
熱
原
法
畿
に
つ
い
て
」
臭
事
雑
億
六
十
一
ノ
十
。

4 

3 

5 6 

日
蓮
＠
宗
教
の
成
立
及
び
性
絡
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自
慈
十
の
宗
教
の
成
立
及
ぴ
性
格

7 

川
崎
謄
之
民
編
「
人
物
日
本
一
奥
」
所
枚
目
蓬
の
項
。
本
論
文
b
L
草
す

る
に
騨
囲
内
J

て
、
と
り
川
崎
民
の
論
稿
に
深
い
示
唆
主
奥
え
ら
れ
た
。

認
し
て
厚
ミ
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

佐
藤
遜
一
民
「
鎌
倉
幕
府
政
治
＠
専
制
化
に
づ
い
て
」
日
本
封
建
制

成
立
の
訴
究
所
枚
。
同
新
日
本
泉
大
系
第
三
巻
七
五
頁
。

市
村
兵
三
郎
民
「
日
蓮
の
民
言
排
撃
」
臭
事
雑
誌
三
十
九
ノ
七
。

三
好
鹿
雄
氏
「
白
蓮
聖
人
所
覧
の
外
典
に
就
い
て
」
東
万
皐
報
第
六

品

刷

所

段

。

ー

多
賀
宗
常
民
「
卒
一
政
連
諌
卓
に
つ
い
て
」
古
典
研
第
三
傘
下
時
間
枚
。

中
抵
の
法
意
識
の
『
一
大
交
銭
が
貞
貌
政
要
と
貞
永
式
目
に
る
っ
た
事

に
つ
い
て
は
、
既
に
一
俊
策
良
が
明
確
に
指
摘
し
て
居
る
、
「
小
夜

(8) 10 9 12 11 

l¥ 

14 13 

の
ね
ぎ
め
」
群
書
類
従
十
七
所
段
。
猿
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系
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一
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・
一
・
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稿
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・
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・
ニ

O
政
務
」



The Formation and Charac.ter oF Nichiren's Religion 

--An Introduction' to. t:he Study oF the Buddhism. in Kamakura 
Period--

by S. Kawazo.e . 



-3-  

Nichiren's proclamation of his religion in 1.253 A. D. meant the beginn­
ing of campaign by the Ryoke ~~ (Lords of manors) from the standp­
oint of Myoshu 4;.:E against Kagenobu Tojo, vassal (Jito t&IDO of Awa. 
Thereafter, Nichiren's religions activities took the form of the rejection­
of Nenbutsu f.tf~, i. e. rejection of the vassal, and the political consciou 
sness, which spr-ang out of the land dispute against the vassal, developed 
into a caustic criticism upon the Shogunate, especially upon the Miuchi 
0017'1 government. 

This criticism afforded definite political view to the Samurais, i. d. the 
Gokenin 00~.A. and non-Gokenin i'Jf:OO~A, who had lost hopes in the ca­
tastorophic character resultant inevitably from the growing dictatorial 
power, and Nichire.n's religion was characterized by its political colour, 
by its Samurai-colour. And its political convergence was directed towards 
the ancient Tennoistic state-idea, towards the anti-revolutionalism of the 
civil war in the Northern and Southern Dynasties. 
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